
地質ニュース紙3-11号表紙  05.1.6 9:53 AM  ページ 1



日本地質学会News 3 （11） 1

The Geological Society of Japan News
日本地質学会／〒101_0032 東京都千代田区岩本町2_8_15 井桁ビル6階　　　
編集委員長　高橋正樹
電話 03_5823_1150 Fax 03_5823_1156
E-mail : geosocjp@ra2.so-net.ne.jp
ホームページ　http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/gsj/

表紙解説 1年後の台湾・集集地震断層　白尾元理……1

臨時総会（松江市）について　
日本地質学会臨時総会（2000年度）記事……2

日本地質学会会則……3
日本地質学会運営細則……4_7
日本地質学会役員選挙細則……7

2000年度新研究企画委員会発足「21世紀
を拓く日本地質学会構築へ向けて」……8_10

木村　学・高橋正樹
「第一次地質基準説明書」大割引予約受付中！……10_11

学会記事 臨時評議員会（2000年度）議事抄録
……12_15

地質学論集　新刊案内　第57号「砕屑岩組成と堆積・造構環境」
……15
博物館紹介◯38 御所浦白亜紀資料館　廣瀬浩司……16_17
紹介……18

山路　敦著：理論テクトニクス入門_構造地質学からのアプロ
ーチ（金川久一）
新版地質図・報告書類……19_20

原山　智・高橋　浩・中野　俊・苅谷愛彦・駒沢正夫：「立山」
地域地質研究報告（5万分の1地質図幅）
ご案内……20_21

国際陸上科学掘削計画（ICDP)のプロポーザル募集―陸上科学
ボーリングを用いた研究への支援―

訃報　ダ・ルーファー教授（オランダ） 岩崎正夫
院生コーナー……22_23

第15回オーストラリア地質学会報告　阿部なつ江・高野香奈
支部コーナー……24

関東支部：「活変動地形判読セミナー」開催のお知らせ
関西支部・西日本支部：合同例会のお知らせ

The Island Arc だより……25
執行委員会だより 2000年度第9回執行委員会……26

2000年の会費払込について　会計委員会……27
院政割引会費の申請をお願いします　執行委員会……27
The Island Arc 新規購読申込・送付先変更届け出用紙……28

日本地質学会News

Contents

Vol.3 No.11 November  2000

表紙デザイン：渡部芳夫　　　レイアウト：村松雅子

広告取扱：株式会社廣業社
〒104_0061 東京都中央区銀座8_2_9 電話 03_3571_0997 印刷・製本：創文印刷工業株式会社

☆各県通信員の募集を致します．会員の皆さまのNews誌へのご
参画・協力をお待ちしております．

●各県通信員の募集
ニュース誌は平成10年第1巻1月号の発行から，本号まで

多くの会員の方にご協力いただき，発行してまいりました．
このたびの更に広く全国から情報を収集いたしたく，各県に
ご協力いただける会員の方を募集致します（ご推薦もお願い
します）．年齢，性別は問いません．そのネットワークによ
り，会員の皆さまにとってより身近なニュース誌として，各
地の情報・活動を会員のお手元にお送りしたいと思います．

12月20日までに　1）お名前　2）会員種別　3）連絡住所
4）連絡先お電話番号等を「ニュース誌編集室」までお知ら
せ下さい（ファックス可）．

●原稿をお寄せ下さい
☆表紙写真・会員の声・賛助会員のページ・各県地学会の紹
介・大学研究所紹介・学協会・研究会報告・我が校の野外授
業・ホームページの紹介・催事のご案内など

また，各支部・各委員会等の積極的なご活用をお待ちして
います．
☆ニュース誌は会員一人一人に開かれた情報交換の場です．
情報の共有・交流の場として，積極的なご利用・ご活用を編
集室一同お待ちしています．
☆原稿につきましては，「ニュース誌編集室」宛，メールか
ファイル（テキストスタイル）をお送り下さい．また，印刷
原稿を添えてお送りいただけますようお願いいたします．

（メールの方はファックス下さい）．

Fax 03_5823_1156 E-mail : geosocjp@ra2.so-net.ne.jp

1年後の台湾・集集地震断層
1999年9月21日午前1時47分（現地時間）に起こった集集

地震（Ms7.6，Mt7.3）は，台湾中北部で死者約2,100人，負傷
者約8,700人などの大被害を与えた．集集地震は，中央山脈の
車籠埔断層の活動によるもので，南北100 kmにわたる地表地
震断層が生じた（地質学雑誌，Vol. 106, No. 2の口絵参照）．

写真は豊原市の大甲渓川を横切る地震断層によってできた滝
で，前述口絵第3図の滝の10か月後の姿である．2枚の写真を
見比べると滝の位置は約10m後退したが，落差はほぼ同じ7m
であることがわかる．壊れた橋は，すでに橋台・橋脚が新たに
建設され，橋桁をかけている最中だった．この場所に限らず，
被災地では瓦礫はすでに取り除かれて建築ラッシュがはじまっ
ており，台湾の活力が感じられた．

（写真・文　白尾元理）
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臨時総会は，第107年年会の初日，9月
29日の夕刻，17時15分から18時5分まで
の間，島根大学教養講義棟1号館，1階100
番教室で行われた．

まず伊藤谷生行事委員長の開会挨拶の
後，議長として飯泉　滋・永広昌之両君が
推薦・承認され，下記の報告と審議が行わ
れた．

総会出席者は206名，委任状237名，合
計443名で，定足数348名（2000年8月末
現在の会員数に基づく）を超え，総会は成
立した．

I 承認を求める事項
運営細則及び役員選挙細則改正に関
する臨時評議員会（2000年9月28日
開催）の議決事項について

周藤賢治評議員会議長から配布資料によ
り表記について説明があり，承認が求めら
れた．

まず，これまでの評議員会での審議内容，
議決内容，本年3月の第107年総会（筑波
大学）での会則改正の議決，その際あわせ
て運営細則・役員選挙細則の大枠の改正が
認められたことが要約的に説明され，その
上で，前日の臨時評議員会における運営細
則・役員選挙細則の改正に関する審議内容
とその結果，とくに同評議員会での原案の
修正事項の説明と，本臨時総会への議決結
果の報告，その承認を求める手続き上の問

題に関する討論内容が報告された．
以上の報告に対して，出席の会員から本

件に関して寄せられた意見書等の内容，数，
それらに対する処置等についての質問，と
くに前日の臨時評議員会での議決事項の承
認を本臨時総会に求めるのは時期尚早であ
り会員に広報の上審議を求めるべきである
との意見が出された．

これらに対して，周藤賢治評議員会議長，
徳岡隆夫移行措置等検討委員会委員長，立
石雅昭執行委員長から「細則の大枠はすで
に本年春の総会で会則改正と同時に承認さ
れていること，寄せられた具体的修正意見
についてはそれを取り入れた修正がなされ
ていること，それらはすでに周知して意見
を求めた原案を大きく変えるものではない
こと，細則は評議員会の審議事項としてで
きる限り早い機会の総会で承認を得ること
が民主的なルールであること，また，改正
された細則のもとで運営を行い，不都合が
生じた場合には改正が可能である」等の回
答があった．

討論の後，飯泉　滋議長から拍手で承認
したいがどうかとの発言があり，とくに異
議なく，拍手により表記事項が承認された．

II 審議事項
日本地質学会の新運営方式への移行
措置などについて

立石雅昭執行委員長から表記について下

記の提案があり，とくに異議なく拍手でこ
れを承認した．
1） 2000年3月18日に改正された会則の

実施期日を本臨時総会，すなわち2000
年9月29日とする．

2） 第108年総会を2001年秋に開催する．
今後，旧会則では春開催となっていた総
会を秋に行うこととし，改正された会則
のもとでの最初の総会を2001年秋の金
沢での年会にあわせて開催する．

3）新運営体制への移行措置の一つとして，
1999年度役員及び2000年度選出の役員
の任期をそれぞれ半年延長する．2001
年度～2002年度役員の選挙（評議員及
び会計監査）は 2001 年 5 月に公示し，
2002 年度～ 2003 年度の役員選挙（会
長・副会長・評議員及び会計監査）は
2002年5月に公示する．

4） 2000年度決算及び2001年度予算の実
質的審議は，2001年春に開催される評
議員会に委ねることとする．ただし，
2001年秋の総会で報告・承認を得るも
のとする．

5） 組織運営の移行は最終的には2002年
秋の第109回総会まで継続する．移行過
程では予測できない問題も生じる可能性
がある．それらの判断は評議員会に委ね
ることとする．ただし事後の総会で報
告・承認を得るものとする．

III その他
以上の議事終了後，小松正幸会長から，

「1996年度以降学会の執行体制を実際の運
営に応じてどのように変えるべきか，その
内容と会則・運営細則の改正の課題につい
て長い間にわたり討論を続けてきた．この
臨時総会で一応の結論に到達した．しかし，
これは，本学会の今後の発展，とりわけ社
会的責任その他重要な問題に今後取り組む
ための出発点に過ぎない．今後，さらに会
員各位のご協力を得て，学会の発展を計り
たい」との挨拶があった．

最後に，伊藤谷生行事委員長の閉会宣言
があり，臨時総会を終了した．

臨時総会（島根大学）について

第107年年会（松江）の第1日目，2000年9月29日に臨時総会を島根大学で開催し

た．その目的は，日本地質学会運営細則及び役員選挙細則の改正に関する臨時評議

員会（前日の9月28日）の議決事項の承認を求め，さらに本年3月18日の第107年

総会で議決された会則のもとでの新運営方式への移行措置などの審議・議決を求め

ることであった．以下にその記事を掲載する．なお，第107年年会記事はニュース

誌第4巻第1号（2001年1月号）に掲載の予定であり，また改正された会則・運営細

則・役員選挙細則は本ニュース誌に掲載する．

日本地質学会臨時総会（2000年9月29日）記事
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第1条（名称） 本会は日本地質学会（The Geological Society of
Japan）という．

第2条（目的） 本会は地質学および関連科学の進歩と普及をは
かることを目的とする．

第3条（事業） 本会はその目的を達成するため，つぎの事業を
行う．その経費は主として第8条に定める会費により支弁さ
れるが，他からの補助金または寄付金を受けることができる．
1． 講演会，見学旅行などの開催
2． 会誌，その他の出版物の刊行
3． 研究の援助，奨励および研究業績の表彰
4． 国際交流の推進
5． その他

第4条（会員）
1． 本会はつぎにあげる会員で組織される．

a．正会員：地質学またはこれに関連する諸科学について
学識または経験のある個人．

b．学生会員：地質学に関心のある学部学生およびこれに
準ずる個人

c．賛助会員：本会の目的を賛助し，別途定める賛助会員
会費を納める個人または法人．

d．名誉会員：地質学について顕著な功績のある会員もし
くは本会活動に多大な貢献をした会員の中から，評議員
会が推薦し総会の議決で定めた個人．

2． 会員はつぎの権利をもつ
a．会誌などの配布を受ける．
b．本会の催す講演会，見学旅行などに参加できる．
c．会誌に寄稿し，講演会で研究発表ができる．
d．評議員会に本会の事業，運営について意見を述べるこ

とができる．

第5条（入会） 本会に入会を希望する者は，正会員1名の紹介で
所定の入会申込書を本会事務局へ提出し，執行委員会の承認
を受けなければならない．

第6条（退会および除籍） 会員はつぎの事項に該当する場合に
は，執行委員会の審議を経て，評議員会の承認により退会あ
るいは除籍となる．
1． 本人の退会申し込みがあった時．
2． 正当な理由がなく，会費を1年以上滞納し，かつ請求に

応じなかった時．
なお，本人が死亡した場合および法人が解散した場合に

は会員としての資格を喪失する．

第7条（除名） 本会の名誉を著しくそこなった場合，もしくは
本会に多大な不利益を及ぼした場合には，執行委員会および
評議員会の審議により除名となる．

第8条（会費） 会員（名誉会員を除く）は別途規定の定めると
ころにより会費を納入しなければならない．会費は前納とし，
既納の会費はいかなる理由があっても返還しない．

第9条（役員）：本会は選挙によりつぎの役員をおく
（役　　職）（定員）（任期）（被選挙者） （選挙者）
会　　　　長 1名 2年 正会員 正会員および学生会員
副 会 長 2名 2年 正会員 正会員および学生会員
会計監査委員 2名 2年 正会員 正会員および学生会員
評 議 員 50名 2年 正会員 正会員および学生会員
執 行 委 員 10名 2年 評議員 評議員

会長は本会を代表し，会務を総括する．副会長は会長を補
佐し，会長に事故のあるときはその職務を代行する．

会計監査委員，評議員，執行委員については第10条に示
す．

役員は別途定める選挙規定により選出され，任期は総会で
の承認時から翌々年の総会までとする．役員の再選はさまた
げない．

第10条（組織） 本会はつぎの組織で運営される．
1． 総会：正会員および学生会員で組織し，本会運営の最高

議決機関である.
総会は正会員および学生会員の15分の1以上の委任状を含
めた出席によって成立する．

2． 評議員会：評議員で組織し，総会で定めた基本方針にし
たがい，運営要項を審議，議決する．その結果を総会に報
告し，承認を求める．

なお，運営のために別途定める組織をおく．評議員会の
もとに必要な委員会をおく．委員会については別途定め
る．

3． 執行委員会：執行委員で組織し，評議員会で定めた方針
と運営要項にもとづき本会の業務を執行する．
なお，運営のために別途定める組織をおく．

4． 事務局：執行委員会が推薦し，評議員会が承認した事務
局長および事務局員で組織し，執行委員会の指示に従い本
会の運営に必要な業務を行う．業務の内容については別途
定める．

5． 会計監査委員会：会計監査委員で組織し，本会の会計を
監査する．

第11条（本部および支部） 本会は本部を東京都千代田区岩本町
2丁目8番15号井桁ビル内におく．また，地方において地質
学および関連科学の進歩と普及をはかることを目的として別
途定める支部をおく．会員はその勤務地（または居住地）に
より，それぞれの支部に属する．

第12条（運営細則・役員選挙細則など） 本会の運営に必要な運
営細則・役員選挙細則などについては別途定める．

第13条　本会会則の変更は総会の議決によって行なう．

日 本 地 質 学 会 会 則
（2000年3月18日改正）



4 日本地質学会News 3 （11）

第1条　総会
1． 種別
総会は通常総会と臨時総会の2種とする．通常総会は9月～10月

に開催し，つぎの報告および審議を行う．
a．評議員会が審議・承認した前年度事業内容の報告および評

議員会議決事項の承認
b．前年度の収支決算書および財産目録についての会計監査報

告
c．当該年度の事業経過の報告
d．次年度の事業計画の審議
e．次年度予算の審議
f．次年度役員選挙結果の報告および承認
g．その他必要な事項の審議

なお，必要に応じて，評議員会の審議のもとに会長は通常総会の
開催時期を当該年度内に限り変更することができる．

臨時総会は，正会員の1/50以上の要求があった時または評議員
会の審議のもとに会長が必要と認めた時開催され，当該議案を審議
する．

2． 召集
総会は会長が召集し，会長は総会開催の時，所，議案を開催の1

ヶ月前までに正会員および学生会員に通知する．
3． 議案
総会の議案は評議員会が決定する．正会員の1/100以上の連名に

よる提案があった場合には評議員会はこれを議案に加えなければな
らない．

4． 議決
総会は，会則に定めるように正会員および学生会員の15分の1以

上の委任状を含む出席により成立する．
5． 議長，副議長および書記
総会では，出席した正会員の中から議長1名，副議長2名および

書記2名を選出する．議長は議決権を持たない．
総会の議決は，委任状を含まない出席者の多数決により，可否同

数のときは議長がこれを決める．

第2条　評議員会
1． 種別
評議員会は定例評議員会と臨時評議員会の2種とする．
定例評議員会は毎年5回（3月～4月，6月，通常総会の直前およ

び直後，並びに12月）開催され，つぎの審議を行う．
a．前年度事業内容の審議，承認
b．前年度収支決算書および財産目録についての会計監査報告
c．前年度収支決算書および財産目録についての審議・承認
d．当該年度の事業経過の報告
e．次年度事業計画の審議
f．次年度予算の審議
g．評議員会のもとにおかれた委員会などの答申内容の審議
h．名誉会員，学会表彰等の候補者の推薦
i．執行委員会のもとにおかれた事業部会，委員会等の委員の

承認
j．除籍，退会，除名の承認
k．その他必要な事項の審議

なお，必要に応じて評議員会議長は定例評議員会の開催時期を変
更することができる．

臨時評議員会は，（1）会長が必要と認めた時，（2）執行委員会から要
請があった時，（3）評議員5名以上の連名で要求があった時に開催さ
れ，当該議案を審議する．

2． 召集

評議員会は評議員会議長が召集し，評議員会議長は評議員会開催
の時，所および議案を開催日の1ヶ月前までに会長，副会長および
評議員に通知する．また，可能な限り会誌を通じて会員にも通知す
る．ただし，臨時評議員会の開催通知についてはこの限りではない．

3． 議案
評議員会の議案は，執行委員会が決定する．ただし，会長あるい

は評議員5名以上の連名による提案があった場合にはこれを議案に
加えなければならない．

4． 評議員会の構成
評議員会は会長，副会長の出席のもとに評議員により構成され，

必要に応じてオブザーバの出席を求めることができる．
通常総会直後の定例評議員会において，評議員の中から議長1名，

副議長1名を互選により選出する．
議長および副議長の任期は1年であり再選はさまたげない．
議長は評議員会を代表し，評議員会を統括する．副議長は議長を

補佐し，議長に事故あるときにはその職務を代行する．
5． 議決
評議員会は評議員の委任状を含む過半数の出席により成立する．

議決は委任状を含まない出席評議員の多数決により，可否同数のと
きは議長がこれを決める．

6． 評議員会のもとにおく委員会等の組織
評議員会の運営のために，つぎの委員会等の組織をおく．委員会

は委員長と若干名の委員により構成され，委員長および委員は正会
員の中から評議員会の推薦によって会長が委嘱する．任期は別途定
め，再任をさまたげない．

また，必要に応じて，評議員会の議決のもとにこれら委員会等の
組織の新設，統合，廃止を行うことができる．

a．各賞の選考および本会表彰を審議，候補者推薦等を行う委
員会，および名誉会員候補者の推薦を行う委員会

b．科学研究費全般にかかわる委員会
c．事業計画，研究企画，普及教育等の本会の将来を検討する

委員会
d．女性科学者の地位向上など，本会員の地位向上を検討する

委員会
e．その他必要な委員会

これら委員会の役割，構成等については別途規約を定めるものと
する．

7． 傍聴
評議員会の傍聴を希望する会員は，所定の期日までに申請しなけ

ればならない．
8． 報告
議長は評議員会での審議内容を総会に報告する他，会誌等により

速やかに会員に知らせなければならない．

第3条　執行委員会
1． 構成
執行委員会は，執行委員によって構成され，必要に応じてオブザ

ーバの出席を求めることができる．
執行委員長1名，副執行委員長1名を執行委員のなかから互選す

る．委員長および副委員長の任期は1年であり再選はさまたげない．
委員長は執行委員会を代表し，執行委員会を統括する．副委員長

は委員長を補佐し，委員長に事故ある時はその職務を代行する．ま
た，執行委員は，分担して速やかな会務執行を行う．

2． 委員会の開催および召集
執行委員会は月1回程度で随時開催され，委員長が召集する．執

行委員会での事務報告ならびに議事録作成のため，事務局長および
必要な事務局員も出席する．

日本地質学会運営細則
（2000年9月改正）
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3． 事業部会
会務を執行するために，つぎの事業部会をおく，各事業部会は執

行委員からなる部会長1名，副部会長1名および部会運営のための
下部組織である実務委員会から構成される．部会長および副部会長
の任期は1年であり再選はさまたげない．部会長は事業部会を代表
し，事業部会を統括する．副部会長は部会長を補佐し，部会長に事
故ある時はその職務を代行する．

実務委員会は委員長および若干名の委員から構成され，委員長お
よび委員は正会員の中から部会長の推薦により執行委員会が選出
し，評議員会の承認のもとに会長が委嘱する．任期は2年であり再
任はさまたげない．

各事業部会の構成，任務の詳細は別途規約に定める．
（1） 運営財政部会

本会の事務および財政の運営並びに会誌のうちニュース誌の
発行等の広報活動を担当する．

下部組織として，総務委員会および広報委員会をおく．
（2） 学術研究部会

本会の学術研究および国際交流の推進を担当する．
下部組織として，行事委員会，専門部会連絡委員会，国際交

流委員会をおく．
また，各種研究委員会との連絡，調整をはかる．

（3） 編集出版部会
本会の会誌のうち地質学雑誌，地質学論集等の出版物の企画

発行を担当する．
また，関連学会との共同編集であるThe Island Arcに関する

連絡調整を行う．
下部組織として，地質学雑誌編集委員会，企画出版委員会お

よびThe Island Arc連絡調整委員会をおく．
（4） 普及教育事業部会

本会が行う地質学の普及・教育活動，地質学に係る各種基準
の策定・整備を担当する．

下部組織として，地学教育委員会，生涯教育委員会，地質基
準委員会，地層名委員会をおく．

4． その他の組織
（1） 恒常的な会務運営のための事業部会以外につぎの組織をお

く．
a．支部長連絡会議

執行委員および各支部長によって構成され，必要に応じ
てオブザーバの出席を求める．

議長は副執行委員長があたる．
本会議は議長が適宜召集し，支部活動の連絡，調整を行

い，支部活動の推進をはかる．
b．地質災害委員会

執行委員，各支部長および若干名の専門委員によって構
成され，委員長は副執行委員長があたる．

専門委員は各支部長の意見をもとに正会員の中から執行
委員会が選出し，評議員会の承認のもとに会長が委嘱する．
任期は2年であり再任をさまたげない．

本委員会は，地質学に関連する緊急災害の発生に際し，
情報収集・連絡等の必要な対応をとる．

（2） 会務運営のために必要な委員会をおくことができる．委員
は正会員の中から執行委員会が選出し，会長が委嘱する．任
期は当該委員会の設置期間とするが最大2年とし，再任はさ
またげない

5． 報告
委員長は執行委員会での審議内容を評議員会に報告する他，会誌

等により速やかに会員に知らせなければならない．

第4条　事務局
1． 事務局は，執行委員会が推薦し，評議員会が承認した事務局

長1名および若干名の事務局員からなる．事務局長および事務

局員は本会会員であることを要しない．
2． 事務局は執行委員会の指示のもとに，学会の運営と事業に必

要な業務を行う．
事務局長は事務局を統括して業務の遅滞なき処理に務めると

ともに，執行委員会に業務の処理状況を報告しなければならな
い．

3． 事務局長および事務局員は，有給とし，本会との労働契約を
締結するものとする．

第5条　会計監査委員会
1． 会計監査委員会は，会計監査委員によって構成され，必要

に応じてオブザーバの出席を求めることができる．
会計監査委員のなかから委員長1名を互選により選出する．

2． 会計監査委員会は原則として会計年度終了後2ヶ月以内に会
計監査を行わなければならない．

3． 会計監査時には，必要に応じて担当執行委員および事務局員
の立会いを求める．

4． 会計監査委員会は，会計監査結果を速やかに会長に報告する
とともに，必要に応じて定例評議員会で報告する．また，通常
総会時には，原則として委員長が会計監査報告を行う．

第6条　専門部会
1． 地質学の専門分野の研究を恒常的に推進するために別途定め

る専門部会をおく．
2． 専門部会は正会員の発議により，執行委員会の審議および評

議員会の議決を経て，総会の承認により発足する．
3． 専門部会は，代表者（専門部会長）と専門部会に属する会員

とからなり，専門部会が別途定める規約にしたがい，自主的に
運営される．

ただし，専門部会は執行委員会学術研究部会と協議・調整を
はかりつつ運営されなければならない．

4． 専門部会が定める規約は評議員会の承認を必要とし，専門部
会は毎年代表者氏名，連絡先，活動内容と活動方針，所属する
専門部会員の氏名等必要事項を執行委員会に報告しなければな
らない．

5． 専門部会に入会を希望する会員は専門部会代表者もしくは本
会事務局に申し出る．会員は1つ以上の専門部会に所属するこ
とができる．

6． 評議員会が当該専門部会の廃止を適当と認めた時には，評議
員会の議決を経て総会の承認により，これを廃止することがで
きる．

第7条　研究委員会
1． 地質学およびこれに関連する諸科学の特定課題について研究

するために，正会員10名以上の連名による申し入れがあった
時には，執行委員会の審議を経て評議員会の承認により研究委
員会を設けることができる．

2． 研究委員会設立の申し入れは，つぎの内容を含む研究委員会
設立趣意書として執行委員会に提出しなければならない．

（1） 研究題目
（2） 研究委員会として共同研究を必要とする理由
（3） 研究委員会設置期間
（4） 経費予算とその支弁方法
（5） 代表者氏名，連絡先および予定される委員名
（6） 研究委員会の運営規約

なお，研究委員会の設置期間は最長3年とする．ただし再申
請はさまたげない．

3． 研究委員会は，代表者（研究委員長）と研究委員会に属する
会員とからなり，研究委員会が別途定める規約にしたがい，自
主的に運営される．ただし，研究委員会は執行委員会学術研究
部会と協議・調整をはかりつつ運営されなければならない．
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4． 研究委員会は，毎年代表者氏名，連絡先，活動内容と活動方
針，所属する委員の氏名等必要事項を執行委員会に報告しなけ
ればならない．

5． 研究委員会に参加を希望する会員は，研究委員会代表者もし
くは本会事務局に申し出る．研究委員会は当人に参加の承認結
果を通知する．

なお，会員は単独あるいは複数の研究委員会に参加を申し入
れすることができる．

6． つぎの時には，評議員会の議決により研究委員会を解散する
ことができる．

（1） 研究目的が達成されたとき
（2） 研究委員会設置期間が満了となったとき
（3） 研究委員会自ら解散を希望したとき
（4） 研究委員会が本来の目的を達成し得ず，執行委員会がその

解散を適当と認めたとき

第8条　支部
1． 支部は次の7つとし，それぞれの支部に属する区域を次のよ

うに定める．
（1） 北海道支部：北海道
（2） 東北支部：青森，秋田，岩手，山形，宮城，福島
（3） 関東支部：茨城，栃木，群馬，埼玉，千葉，東京，神奈川
（4） 中部支部：新潟，長野，山梨，静岡，富山，石川，岐阜，

愛知，福井
（5） 近畿支部：滋賀，奈良，京都，三重，大阪，和歌山，兵庫
（6） 四国支部：徳島，香川，高知，愛媛
（7） 西日本支部：岡山，広島，鳥取，島根，山口，福岡，熊本，

長崎，佐賀，大分，宮崎，鹿児島，沖縄
また，評議員会が必要と認めた場合には支部の下に地方部会

をおくことができる．
2． 支部は本会会則に準じて各支部毎に別途定める支部規約に従

い，支部役員（1名の支部長および若干名の幹事）により，自
主的に運営される．

3． 支部長は，執行委員会のもとに置かれる支部長連絡会議に出
席し，本会並びに各支部との調整等を行う．

4． 支部は支部規約，所在地，役員名，および支部活動の状況を
適宜執行委員会に報告し，評議員会の承認を得なければならな
い．

第9条　会誌その他の刊行物
1． 本会の会誌，刊行物は次のものとする．
（1） 地質学雑誌：毎月1回発行
（2） 地質学会News：毎月1回発行
（3） 会員名簿：隔年発行
（4） 地質学雑誌総目録：10年毎に発行
（5） 地質学論集：不定期
（6） 年会講演等の予稿集：年会では年1回，その他は随時
（7） その他の出版物：随時
2． 会誌，刊行物の発行にあたっては，次のように行う．
（1） 地質学雑誌：地質学雑誌編集規約に従って，地質学雑誌編

集委員会が編集する．
（2） 地質学会News：ニュース誌編集規約に従って，広報委員

会が編集する．
（3） 会員名簿：総務委員会が編集する．
（4） 地質学雑誌総目録：地質学雑誌編集委員会が編集する．
（5） 地質学論集：地質学論集編集規約に従って，企画出版委員

会並びに執行委員会が企画立案し，評議員会の承認を得て，
編集・発行する．

（6） 年会講演等の予稿集：行事委員会あるいは所轄する各種委
員会が企画立案し，執行委員会の承認を得て，編集・発行す
る．

（7） その他の出版物：企画出版委員会あるいは執行委員会が企
画立案し，評議員会の承認を得て，編集・発行する．

3．「The Island Arc」誌は，関連4学会（日本第四紀学会，日本
岩石鉱物鉱床学会，日本古生物学会，資源地質学会）の協力の
もと，日本地質学会の公式欧文誌として発行する．The Island
Arc誌の編集はThe Island Arc編集委員会が行う．

4． 支部が刊行する出版物については，各支部規約による．

第10条　講演会および見学旅行
1． 会員の研究発表のために講演会（年会と称する）を，行事委

員会が企画し，評議員会が承認した後，毎年9月～10月頃に開
催する．

年会の日程，発表申し込みについては，行事委員会がその都
度公告する．

2．その他の講演会あるいは見学旅行を，開催することができる．
いずれも行事委員会あるいは所轄する各種委員会が企画し，評
議員会あるいは執行委員会が承認した後開催する．

3． 支部が主催する講演会および見学旅行については，各支部規
約による．

第11条　表彰
1． 本会は，地質学に関する優秀な研究業積を納めた会員もしく

は地質学の発展に貢献のあった会員等に対し，表彰を行うこと
がある．

2． 表彰の内訳は次のとおりである．
（1） 日本地質学会賞：地質学に関する優秀な研究業積を納めた

会員
（2） 日本地質学会論文賞：地質学雑誌およびThe Island Arc誌

に優秀な論文を発表した会員
（3） 日本地質学会研究奨励賞：地質学雑誌に優秀な論文を発表

した若手会員
（4） 日本地質学会小藤賞：会誌に，重要な発見または独創的な

発想を含む短報を発表した会員
（5） 日本地質学会功労賞：長年にわたり地質学の発展に貢献の

あった会員あるは非会員
（6） 日本地質学会優秀講演賞：本会が主催する講演会等におい

て優秀な研究発表を行った会員
（7） 日本地質学会表彰：地質学の普及，新発見，露頭保全など

を通じて，地質学界に貢献のあった非会員の機関，団体，個
人

（8） 日本地質学会国際賞：地質学の研究において重要な貢献を
し，かつ日本の地質学界の発展に貢献のあった非会員

3． 表彰は，別途定める規約に従い，各賞選考委員会が受賞候補
者の選定を行って，評議員会が候補者を決定し，総会で行う．

第12条　会費
1． 本会会費の年額（1月～12月分）を次のように定める．
（1） 正会員：年額12,000円

ただし，大学院に在籍し，定収のない者については所定の
用紙により申し出た場合には，院生割引を適用し，年額
8,000円とする．

（2） 学生会員：年額5,000円
（3） 賛助会員：1口年額25,000円，2口以上

ただし，諸般の事情により執行委員会が認める場合は，1
口とすることができる．

（4） 名誉会員：会費は徴収しない．
2． 本会費の変更は評議員会の審議を経て，総会の議決を得なけ

ればならない．
3． 会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入し

なければならない．
なお，やむを得ぬ理由により総務委員会が認める場合は，分
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納することができる．
4． 入会を認められたものは直ちに所定の会費を納めなければな

らない．
5． 本会に再入会する者で，過去に未納会費がある場合には，こ

れを納めなければならない．
6． 会費を滞納した会員については次の処置をとる．
（1） 滞納が6ヶ月以上となった場合には地質学雑誌等の会誌の

送付を停止する．
（2） 滞納会費が納入された場合には送付を停止した地質学雑誌

等の会誌の送付を再開する．ただし会誌の在庫の関係で送付
ができないことがある．

（3） 地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがあ
る．

第13条　会計
1． 本会の会計年度は，毎年1月1日～同年12月末日とする．
2． 本会の予算は，年度毎に執行委員会が立案し，評議員会の審

議を経て，総会の議決により成立する．
3． 本会の決算報告は，年度毎に執行委員会が作成し，会計監査

を受け，評議員会の審議を経て総会の承認を得なければならな
い．

4． 本会が補助金又は寄付を受けた時には，執行委員会は評議員
会に報告しなければならない．

5． 会員は所定の手続きに従って執行委員会に申し出ることによ
り，何時でも本会事務局において会計帳簿を閲覧することがで
きる．

第1条　選挙管理委員会
1． 会長，副会長，会計監査委員および評議員を除く正会員のな

かから，評議員会が推薦し，会長が委嘱する5名の選挙管理委
員により構成される．

2． 委員長は委員の互選によって選出され，委員会を代表する．
3． 委員の任期は1年とし，再任はさまたげない．
4． 委員会は，本会役員選挙の公示，立候補受付，投票の実施，

開票，選挙結果の会長への報告等を行う．
5． 委員の任期中は，本会役員選挙への立候補および推薦はでき

ない．

第2条　役員選挙
1． 会長，副会長，会計監査委員および評議員の役員選挙は，選

挙管理委員会が行う．
2． 選挙は次の日程で行わなければならない．
（1） 選挙公示：毎年5月1日　　
（2） 立候補者受付：毎年5月1日～5月20日
（3） 投票期間：毎年6月20日～7月20日
（4） 開票ならびに選挙結果報告：毎年7月末開票，報告
3． 候補者は，正会員2名以上の連署による推薦を受け，氏名，

年齢，職業，専門，所属支部および所属専門部会の必要事項と
最終学歴，立候補にあたっての意見等の参考事項を記した文書
を所定の期日までに選挙・委員会に届けなければならない．

4． 選挙管理委員会は，候補者の氏名，年齢，職業，専門，所属
支部，および所属専門部会並びに推薦者の氏名の必要事項と最
終学歴，候補者の意見等の参考事項を記載した選挙広報を作成
し，投票用紙とともに，所定の期日までに当該年度5月末日現

在在籍の正会員および学生会員に配布する．
5． 投票には所定の投票用紙を用い，無記名で行う．会長は単記，

副会長および会計監査委員は2名以下，評議員は25名以下の連
記で投票する．

6． 開票は，少なくとも過半数の選挙管理委員の出席のもとで所
定の期日までに行う．なお，会員は開票に立会うことができる．

7． 会長は有効得票数の最も多い者を当選者とする．副会長は有
効得票数の多い順に2名以内を当選者とする．

8． 会計監査委員は有効得票数の多い順に2名以内を当選者とす
る．

9． 評議員は，有効得票数の多い順に下記に示す所属別にその最
低充足数を満たすまで選び，残りを一括して有効得票数の多い
順に定数を満たすまで選ぶ．

所　　　属 備　　　考 最低充足数
大 学 教 職 3名
小中高教職 教育センター等を含む 3名
官　公　庁 公社，公団等を含む 3名
会　　　社 3名
大　学　院 1名

10． 役員が任期中に何らかの理由で欠員となった際は，以下の
ように取扱う．
（役　　職） （補充方法）
会　　　　長　　副会長の年長者が代行する．
副 　 会 　 長　　補充は行わない．
会計監査委員　　会長が正会員の中から委嘱する．
評 　 議 　 員　　補充は行わない．

日本地質学会役員選挙細則
（2000年9月改正）
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今期研究企画委員会の主旨
と任務

21世紀の世界と日本社会の将来を見す
えて，日本の学術・文化・科学・技術，そ
のための高等教育のあり方などが大きく問
われている．2001年の文部科学技術省の
発足と国研の大再編成，国立大学の法人化
の方向の決定，地球環境・資源問題も重点
課題の1つとされるであろう次期科学技術
基本計画の作成，それを推進する新たな総
合科学技術会議の発足，新たな学術文化基
本計画の作成などはその顕著なあらわれで
ある．地球科学界・地質学界も，この目ま
ぐるしい流れの影響を受けずにはいられな
い．学界が激動する情勢をいかに主体的に
切り拓き，地球科学・地質学の果たすべき
知の創造への役割，環境・資源など人類と
地球の未来への役割，そして当面する社会
への役割を明確に押し出すことができるか
が今問われている．このことを今整理して
おくことは21世紀に地質学会が大きく発
展する上で極めて重要な意義を持ってい
る．

＊今期委員会の任務は以下の2点である．
1．現在の地球科学と地質学を巡る状況

を分析し，社会動向とその将来を見すえて，
日本地質学会の理念を再確認する．理念を
実現していく上での基本的事項について提
言し，それを推進するための研究企画を立
案し，提案する．

2．地質学会の中で今後の持続的研究企
画立案体制のあり方について，具体的課題
とともに提案する．

検討事項：
1．日本地質学会の基本的理念（全体会）
2． 地質学会を構成する各界を巡る情勢

の分析（分科会）
3． 各界からみた期待される学会の役

割・理念（分科会）
4． 学会活動としてなすべき具体的企画

（分科会）
5． 企画の実行計画・組織体制（分科会）
6． 地質学会会員の地位向上に関わる政

策（分科会）
7． 地質学会全体としての優先的実行計

画・その組織体制（全体会）
8． 持続的研究企画体制の確立（全体会）

検討体制：
研究企画委員会に全体会と作業分科会を

設ける．作業分科会は以下のものを設ける．
分科会は進捗状況に応じて柔軟に再編成な
ど行う．（ ）は責任者．
全体会：（木村・高橋）
1． 研究・高等教育分科会：（木村）
2． 中等・初等教育分科会：（阿部）
3． 産業分科会：（滝田）
4． 研究機関分科会：（湯浅）
5． 博物館分科会：（那須）
6． 行政分科会：（小荒井）
7． 国際化分科会：（磯崎）

8． 関連学会連係分科会：（伊藤）

まとめ方：

1． 全体会，各分科会の検討結果はわか
りやすく千字程度にまとめ最終報告と
する．意見に相違のある時は多数意見，
小数意見を明記して併記する．

2． 報告は平成13年度総会に提案する．

委員会構成
全評議員がどれかの分科会に所属する．

必要に応じて関連する会員に参加していた
だく．

＊スケジュール
2000年9月臨時評議会にて発足
第 1 回（9 月 30 日）：理念文案の議論

各分科会検討項目・作業行程確認
第2回（11月_12月）各分科会にて各論

案作成，議論検討
第3回（12月評議員会時）分科会責任者

会議・各論の進捗状況
第4回（1月_2月）各分科会にて議論検

討・中間報告作成
第5回（3月評議員会時）中間まとめ，

公開討論会
第6回（6月評議員会時）提言のとりま

とめ：ニュースへの掲載
2001年（10月）金沢総会へ報告

委員会を進めるに当たっての留意事項：
1年をメドとして作業をすすめるが，多く
の会員の声を反映させ，かつ充実した内容
とするために時間延長が必要と判断される
場合は，委員会をリセットする．分科会責
任者が強いリーダーシップを発揮してすす
める必要があるが，正確な方向の提示のた
めに広く会員の意見を反映することに特段
の配慮をする．
科学研究費申請：本研究企画を実行し，

その結果を広く地質学会内外に呼び掛ける
ための財政的保障を作るために平成13年
度科学研究費基盤C（研究企画）を申請致
しました（代表：木村　学：分担者 28
名：地質学発展のための総合戦略の構築，
4943千円）．

2000年度新研究企画委員会発足
「21世紀を拓く日本地質学会構築へむけて」

木村　学・高橋正樹

9月28日の評議員会において新しい研究企画委員会が正式に発足致しました．こ

の委員会の発足の主旨とその任務は以下に記すとおりです．この委員会における議

論は今後の日本地質学会の行方を左右する極めて重要なものとなりますので，評議

員全員がこれに参加して検討を進めることとなりました．逐次，進捗状況をニュー

ス誌で公開しますので，会員の皆様には積極的にご意見を御寄せいただきたいと思

います．

以下に9月20日の評議員会，同30日の第1回委員会と，10月1日から20日の間に

委員から寄せられた意見を集約した結果を，現時点での進捗状況を含めて，報告致

します．
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日本地質学会の基本的理念
（案）

日本地質学会は地質学に関連する科学
者，技術者，教育者，将来これらの分野で
職業を得ようとする院生・学生，そしてこ
の分野に知的興味を持つ自立した個人が集
まって成立している．1893年創立以来，
多様な会員の多様な要求に依拠して学会は
発展してきた．21世紀を迎えた今，100年
以上に及ぶ伝統と新しい可能性を統一し，
活力をもった学会として更に発展すること
をめざしている．

地質学の一般的役割と日本地質学
会の理念
私達日本地質学会は，主に地球を対象と

した科学としての地質学の基本的役割は以
下の3つであると考えている．
1．（知の創成への役割）

20世紀は「還元主義の科学の時代」と
言われる時代であった．高度に発達した科
学技術はその意義を十二分に証明した．同
時に還元主義的科学では解けない自然の複
雑性が浮かび上がり，地球や生命，環境な
どを理解するためには地球システムや自然
の階層性・歴史性などに関する深い考察が
不可欠なものとなっている．新しい21世
紀こそが地質学の発展が新しい知の創造に
向けて一層貢献できる時代である．
2．（人類と地球の未来への役割）

地球環境が生命と人類にとっての生存を
かけた重大な問題として浮上している．未
来の環境予測とその制御に対する科学技術
の貢献がこれまでにない空間と時間スケー
ルで問われている．知の創成とともに地質
学の人類と地球の未来に対する貢献の方向
を明確に打ち出すことが重要である．
3．（当面する社会への役割）

活発な変動帯における自然災害の予測や
防災，生活時空間における環境汚染，資源
開発と廃棄物処理など社会が当面する問題
に対してこれまで地質学は重要な役割を果
たして来た．21世紀の地球的規模での人
口急増や資源枯渇・環境変化への対応や社
会のより安定した持続的な発達を果たす上
で地質学の果たすべき役割への期待はこれ

まで以上に増している．
これらは相補的な関係にあり密接不可分

である．地質学に多様に関与する人たちが
相互に交流し，総合的にこの地質学の3つ
の基本的役割を推進することが日本地質学
会の基本的理念である．

日本社会の未来と国際的役割
近代以降，日本社会の存立基盤は「学術

と科学技術」にあり，それを支える「人間
養成と教育」にあるとの強い認識がこれま
で社会の発展を支えてきた．このことは
21世紀においても益々重要であることは
明確である．来るべき世紀に日本社会が持
続的に発展するためには「科学技術の先進
性の確保と維持」に加えて豊かな人間社会，
自然そして科学技術の調和的発展を実現す
る「新しい文明の創造」にこれからの地質
学が貢献することが重要である．地球と生
命の歴史に対する深い認識と理解を持つ私
達はこの文明の創造こそが日本社会が果た
すべきグローバルな役割であると強く確信
している．日本社会がもつ国際社会での役
割と独自性をも強く認識し，それらの進歩
に日本の地質学の発展が大きく貢献できる
ことを願っている．

各界に期待される役割と地質学会
（研究活動と学会） 地質学の研究活動の

主要な部分はこれまで大学と国公立の研究
機関が担って来た．これらの機関の法人化
に見られるように，研究活動が「より効率
的・競争的環境」で行われるように急速に
改革がすすめられている．この改革は「自
主的・自律的な科学技術の先端」を形成す
るために有効である可能性がある．しかし
一方，短期的な効率的・競争的環境になじ
まない「時間を要する基礎的な知の創成」
と「広く深い視野を持つ豊かな科学」を発
展させることに特段の配慮が必要である．
この将来を見通した「知の創造」の視点が
欠けると地質学の総合的役割・日本社会が
果たすべき大局的な国際的役割が果たせな
くなる可能性もある．多様な個性をもつこ
とになると予想される大学や研究機関など
を結ぶ学会の新たなありようが極めて重要
である．また，研究を職業としない，いわ

ゆるアマチュアから生まれる「独創研究の
芽」に対する配慮も忘れてはならない．
（高等教育と学会） 地質学における20

世紀初頭の古典的カリキュラム体系は歴史
的役割を果たした．学際的領域と融合した
新しい地質学が果たすべき役割を推進する
人材を育成するための新しい体系的カリキ
ュラムの形成は極めて重要である．個々の
大学の自律的努力に加えて学会として高等
教育の体系化を支援することが重要であ
る．大学間カリキュラム・単位交流など可
能性を最大限探り，また学会が独自に学生
を対象としたさまざまな創意あるショート
コース「学校」を開催するなど，新しい地
質学を担う人材の開発をすすめる必要があ
る．
（初等中等教育と学会） 地質学の総合的

役割を推進する上で専門性を教育する高等
教育のみならず，それに至る初等中等教育
は重要である．地球や生命を慈しむ豊かな
人間性の形成，自然・学術・科学・技術を
理解し，将来地質学の発展を担う人材の開
発のためには初等中等教育が鍵である．大
学受験競争の中で深刻化した「理科離れ・
地学切り捨て」や荒廃する教育現場，そし
て21世紀前半に訪れる未曾有の日本社会
の少子時代に学会としてどのような政策を
示すのかが求められている．
（博物館活動と学会） まもなく日本では

未曾有の少子社会と超高齢化社会が現実の
ものとなる．しかも同時に平均的教育水準
が世界で最も高い社会でもある．年令の壁
を超えて自然の豊かさや科学の重要性を理
解する生涯学習社会を作り，未来へと引き
継いでいくためには博物館はその基軸であ
る．学会としてそのような博物館の意義を
これまで以上に明確に位置づけ，量質とも
に高い水準のものが日本各地に形成され，
そしてそれを中心とした活動が展開されて
いくように学会が支援することが重要であ
る．
（産業と学会） 地質学の社会的意義，そ

の科学技術の到達点の質を最も敏感に反映
するのは産業である．自然災害の予測や防
災，生活時空間における環境汚染，資源開
発，廃棄物処理などに関連する新しい技術
の創造とその交流に学会は積極的支援をす

以下に第1回研究企画委員会全体会（9月30日，および10月1日から20日までの

委員の意見表明）において議論された基本的理念（案）を示します．各論に関わる

案は分科会の進捗に応じて逐次，ニュース誌にて公開し，広く会員のご意見を募集

する予定です．会員の皆さまにも活発にご意見をお寄せいただき，議論に積極的に

参加していただければ幸いです．
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ることが重要である．また，産業界のみな
らず国や地方自治体の行政に対し，積極的
な提言をすることも極めて重要である．
（政策・行政と学会） 地質学の3つの基

本的役割を果たすことは人類と地球の未来
や日本社会の未来にとっても極めて重要で
ある．学会として，この役割を政策化する
作業をすすめ，それを国際組織，国家政府，
地方自治体の基本的政策と行政に反映させ
るための活動を強力にすすめることは極め
て重要であり，学会活動の基本の1つであ
る．学会とそれぞれの行政組織そして市民
とが恒常的に相互意思疎通ができるよう
な体制を意識的に作る必要がある．
（国際社会と学会） 20世紀は世界の分

極と対立の時代であった．21世紀に国際
的融和と平和の時代を作ることは人類共通
の願いである．高度な情報化社会と国際化
社会が実現していく中で，地質学が役割を
果たしていくためには国際的な諸外国の地
質関連の職業を持つ人たちとの連携が鍵で
ある．日本の国際的位置から見て日本地質
学会は国際的にも主導的な役割を果たすこ
とが期待されている．早急に地質学会を国
際的に開かれた学会にするとともに，さま

ざまな活動において国際的にリードできる
活力と力量と体制をそなえた学会を作るこ
とが重要である．
（地球関連学会と学会） 地球科学の総合

性と多様性を反映して，これまで多くの地
球科学関連学会がつくられ，それぞれの学
会が独自に活発な活動を展開してきた．関
連学会の構成員総数は数万人規模となって
いる．地質学の基本的役割を果たすために
は，関連する学会が支えている学術・科学
技術との交流・連携，政策作成や行政への
提言を含めた社会的役割においての共同歩
調，一貫した教育体系をつくるための相互
協力などは不可欠である．地球惑星科学関
連合同大会，地質科学関連学協会連合など
の活動を積極的・主体的に支援し，地球関
連科学の全体としての発展に貢献すること
が重要である．

これ以後各分科会で検討をすすめ以下の
各論を逐次公開・意見募集をすすめる予定
です．

・地質学を発展させる諸活動と学会の役
割：各論

・大学の現状と地質学会の果たすべき具体

的課題
・初等中等教育の現状と地質学会の果たす

べき具体的課題
・博物館の現状と地質学会の果たすべき具

体的課題
・産業の現状と地質学会の果たすべき具体

的課題
・政策・行政の現状と地質学会の果たすべ

き具体的課題
・国際社会の現状と地質学会の果たすべき

具体的課題
・地球関連諸学会と地質学会の果たすべき

具体的課題
・当面する地質学の課題と学会の重点施策

の提案

2001年3月30日公開討論
会：「21世紀を拓く日本地
質学会構築へむけて」

話題提供：各分科会責任者

会　場：北とびあ　第1研修室
時　間：未定

……………………………………………………………………………………

「第一次地質基準説明書」特別割引予約希望

お申し込み日：

氏名：

郵便番号　発送先住所：

電話番号：

冊数：

本書は，2000年3月の日本地質学会総会にて承認された「第一次
地質基準」の説明書です．この説明書では，地質学が対象とする全
ての地質体（正常堆積物，沖積層，付加体堆積物，火山と火山岩，
深成岩，変成岩，人工地質体）と地質事象（断裂・重力移動）につ
いての調査法と最新のトピックスが述べられております．すべての
地質体について体系的に，しかも，そのエッセンスを抽出した手頃
な単行本の出版を誰もが望んでおりましたが，日本地質学会は
1995年以来，「第一次地質基準」の策定と並行して本書の出版作業
を進めてまいりました．今回，その作業が実を結び刊行の運びとな
りました．

本書が対象としている読者は，地質学を体系的に学ぼうとする，
学生・大学院生・教師・教官・地質業従事者・研究者です．本書は，
地質学とはどのようなものを対象とし，どのような方法で調査され，

どのような成果を上げ，地球科学においてどのような役割を担い，
地質業界においてどのように役立っているかなどを述べておりま
す．

日本地質学会会員の皆様の協力によりまして，出版作業を進めて
まいりましたので，出版社と相談の上，日本地質学会会員には特別
価格にて予約を受け付けることに決定いたしました．

最終価格は未定ですが3,000円程度を予定しております．予約さ
れた方には，送料込みで定価の15%引きで，出版と同時に出版社か
ら本書を発送したします．

予約希望者はファックスにて，以下要領で（氏名・電話番号・発
送先住所（郵便番号）．冊数をご記入），日本地質学会事務局（ファ
ックス 03_5823_1156）までお申し込み下さい．（〆切は1月末日）

☆地質基準委員会

「第一次地質基準説明書」大割引予約受付中！

（共立出版，約250頁，定価3,000円程度　出版予定2001年2月）

Fax 03_5823_1156
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0.1 地質基準とは
0.2 地質基準の策定
0.3 性能基準としての地質基準
0.4 地質基準と説明書
0.5 日本列島の構成地質体分布

1． 正常堆積物
1.1 日本列島の正常堆積物分布と堆積場
1.2 正常堆積物の堆積過程

1.2.1 堆積様式による区分　1.2.2 構成粒子　1.2.3 堆積過程と
粒径分布　1.2.4 タービダイトの粒径分布と堆積過程　1.2.5 側
方変化　1.2.6 堆積年代

1.3 地質構造
1.3.1 地質構造の認定　1.3.2 地質構造の定量的解析　1.3.3 地
質構造形成過程と地殻変動　1.3.4 構造運動の解明

1.4 地質事象の同定
1.5 正常堆積物の利用と資源の開発
引用・参考文献

2． 沖積層
2.1 沖積層とその分布
2.2 沖積層形成史
2.3 沖積層の堆積過程
2.4 気候変動と沖積層
2.5 沖積層の年代
2.6 沖積層に記録されている地殻変動
引用・参考文献

3． 付加体堆積物
3.1 日本列島の付加体堆積物分布
3.2 一般調査
3.3 岩相の形成年代・付加年代
3.4 岩相の起源
3.5 付加機構の解明
3.6 変形・変成作用
3.7 資源の起源と賦存量
引用・参考文献

4． 火山と火山岩
4.1 日本列島の火山と火山岩分布
4.2 一般調査

4.2.1 火山岩の分類　4.2.2 火砕岩の分類　4.2.3 火山岩の産状
4.2.4 火山体の復元

4.3 活火山調査
4.3.1 噴火活動履歴調査　4.3.2 火山災害予測図　4.3.3 火山活
動観測

4.4 地熱調査
4.5 鉱物資源の起源と賦存量調査
引用・参考文献

5． 深成岩
5.1 日本列島の深成岩分布
5.2 一般調査

目次 5.2.1 深成岩の同定　5.2.2 深成岩体の分布と地質構造調査
5.2.3 捕獲岩・包有物　5.2.4 岩体形成史

5.3 岩脈
5.4 節理
5.5 マサの土木地質的調査
5.6 資源の起源と賦存量
引用・参考文献

6． 変成岩
6.1 日本列島の変成岩分布
6.2 原岩の起源とその残存構造
6.3 異方性
6.4 変成作用の条件

6.4.1 変成相　6.4.2 地質学温度計　6.4.3 地質学圧力計　6.4.4
地質学歪み計　6.4.5 変成径路　6.4.6 変成年代

6.5 変成作用とテクトニクス
6.5.1 対になった変成帯　6.5.2 現在進行中の変成作用と地熱開
発　6.5.3 島弧衝突による上部地殻の分離と上昇　6.5.4 断層で
切断される変成岩体　6.5.5 蛇紋岩と地下深所の高圧変成岩

6.6 変成岩と資源
引用・参考文献

7． 人工地質体
7.1 人工地質体の分類とその特徴

7.1.1 分類　7.1.2 人工地質体構成物
7.2 工学的特性

7.2.1 材料としての調査　7.2.2 基礎地盤としての調査　7.2.3
事前調査

7.3 周辺地質環境への調査
7.3.1 人工地質体の汚染調査　7.3.2 最終処分場の人工地質体と
しての調査　7.3.3 閉鎖後の管理

7.4 地質学的考察
引用・参考文献

8． 断裂
8.1 断裂の分布と種類
8.2 断裂とその周辺の力学的性質
8.3 断裂とその周辺の物質移動
8.4 断層位置の特定
8.5 断層の形状と変位量
8.6 断層面と断層間物質
8.7 活断層の活動と形成環境
8.8 地質断層の活動履歴と形成環境
8.9 裂か・節理の形成環境
引用・参考文献

9． 重力移動
9.1 重力移動とは
9.2 重力移動地質体の分布と移動機構

9.2.1 日本列島の重力移動地質体の分布　9.2.2 重力移動の分類
9.2.3 重力移動機構

9.3 重力移動地質体の物理特性
9.4 重力移動地質体内部構造と物質移動

9.4.1 静的構造　9.4.2 動的構造　9.4.3 斜面発達史　9.4.4 モ
デルと災害予測

9.5 重力移動災害予測
引用・参考文献
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臨時評議員会（2000年度）
議事抄録

2000年11月7日
日本地質学会　評議員会議長　周藤賢治

日　時：2000年9月28日（木）15 : 00～19 : 00
場　所：島根大学総合理工学部3号館
出席者：小松正幸会長，平　朝彦・徳岡隆夫

副会長，周藤賢治評議員会議長
（00_01）足立勝治　赤羽久忠　荒戸
裕之　磯u行雄（代　酒井） 板谷
徹丸（代　徳橋） 伊藤谷生　井内
美郎　菊地隆男　木村　学　久保和
也　公文富士夫　斉藤尚人　佐々木
和彦　佐瀬和義　柴崎直明　田崎和
江　高須　晃　高橋正樹　高安克己
徳橋秀一　鳥海光弘（代　佐々木）
新妻信明　別所孝範（代　佐瀬）
渡辺暉夫

（99_00）会田信行　秋葉文雄　赤羽
貞幸（代　野村） 阿部国広　天野
一男（代　高橋） 在田一則　上砂
正一　大友幸子　小林和宏（代　斉
藤） 酒井治孝　田結庄良昭（代
赤羽久） 滝田良基　那須孝悌　立
石雅昭　楡井　久　野村　哲　マー
ティン，アンドリュー（代　廣野）
松本俊幸（代　柴崎） 矢野孝雄
湯浅真人　吉川周作　渡部芳夫

（傍聴者）赤松　陽（事務局）水野
篤行

冒頭に周藤賢治評議員会議長より，傍聴希
望の赤松　陽会員の紹介があった．議事運営
の都合上，本評議員会の終了時刻を18:00ま
で延長したいこと，議題を報告の前に審議し
たいとの提案があり，了承された．

議　　題

1． 運営細則・役員選挙細則の改正
について
移行措置検討委員会徳岡隆夫委員長から配

布資料に基づいて表記につき，本年5月15日
（第1回）以降これまでの委員会の討議経過，
そのなかで評議員・会員から寄せられた意
見，支部・専門部会および研究委員会などか
らの意見，それらの改正案作成への反映に関
する概要等の説明があった後，表記改正案，
とくに今回新たに追加改正する事項に関する
具体的な文言の提案があった．これに対して，
運営細則案についてはいくつかの事項，役員
選挙細則については一つの事項について修正
意見が出され，これらについてその都度討論
の上，修正が加えられた．そのほか，とくに
支部の区分と，評議員会への支部の意見の反

映のさせかたなどに関して討論が行われた．
さらに，細則は評議員会事項であるが会員

への充分な広報の上，議論されるべきであり，
また評議員会での議論がまだ不十分であるこ
と，細則に関する実際の運営にあたり必要と
なる内規がまだ整備されていないので，内規
を作った後に細則等の改正を行うべきである
こと，等の本臨時評議員会での改正に対する
反対意見が出された．これらに対して，さら
に賛成・反論の討論が行われ，前記討論を含
み，約2時間の討議の上，上記修正を含む表
記改正案について挙手による採決が行われた
結果，賛成34票，反対9票，保留2票で，提
案が議決された．なお，改正された運営細則
と役員選挙細則の全文については，ニュース
誌11月号（3巻11号を参照）．

2． 臨時総会の議事について
立石雅昭執行委員長より，表記につき下記

のニュース誌7月号掲載の「会告」内容のよ
うに進めたいとの提案があり，討論の上，原
案を承認した．

9月29日（金）17 : 15～18 : 00 島根大学
教養講義室棟1号館1階100番教室
1．開会　2．議長選出　3．承認を求める
事項（運営細則改正及び役員選挙細則改正
に関する評議員会議決事項） 4．審議事項

（日本地質学会の新運営方式への移行措置
などについて） 5．その他　6．閉会
討論においては，本評議員会での運営細則

等の改正の決定の承認を翌日の臨時総会で求
めることに対し，金沢大会まで会員の意見を
ききその上で承認を求めるべきである等の異
議が出され，また従来会則にあった事項が細
則に移されたものである以上，総会で審議さ
れるべきである等の意見が出された．

これに対して，評議員会での決定事項はで
きる限り早い機会に総会の承認を得る必要が
あること，また，会則が改正された以上，細
則を改正しないと新しい運営体制に移行でき
ないこと，重要な事項はすでに評議員会で十
分に審議され，ニュース誌上で数回広報して
きたこと，とくに今回の改正案は本年1月号
で広報したものから基本的には変わっていな
いこと，地質学会として対外的な問題も含め
て重要な課題が多数山積しており，手続論で
多くの時間を過ごすのは不適当であり，地質
学会に損失をもたらすこと，などの討論が行
われた．

3． 研究企画委員会の委員構成・役
割，検討の方向について
研究企画委員会木村　学委員長より表記に

関する報告，「21世紀を拓く日本地質学会構
築へむけて」が提出され，その内容とともに，
検討の進め方（1年を目途に地質学会の基本
理念をまとめたい，全評議員が何れかの分科

会に所属し評議員の意見を反映する）などが
提案された．討論の上，原案を承認し，松江
大会の期間中9月30日の昼休み時にさらに詳
しい検討のために都合のつく評議員の出席に
よる第1回会合を行うこととした．報告の内
容はここでは省略し，全文をニュース誌11
月号（3巻11号）に掲載する．

4． 定期刊行物検討ワーキンググル
ープの答申について
ワーキンググループの鳥海光弘委員長より

8月29日付けで「学会誌刊行に関するワーキ
ンググループ報告」が会長及び評議員会宛に
提出され，委員長代理として徳橋秀一ワーキ
ンググループ委員からその内容が報告・提案
された．今後の定期刊行物の刊行等に関する
答申の要旨は次のとおりである．
［提案1］邦文誌である地質学雑誌は今後

学会誌刊行補助金を受けるのが困難なた
め，13年度以降はThe Island Arc誌の補
助金申請を行う．また，同誌を後援して
いる関連4学会にはその旨地質学会会長
名で報告する．

［提案2］
1） 地質学雑誌は地質学会の国内貢献及び

後継者育成の基本誌とする．ただし紙質
など一層のコスト減を諮る．編集方針は
従来通りとする．

2） The Island Arc誌を地質学会の国際貢
献の基本誌とする．ただし，内容などで
一層の向上を諮り，将来的には年6刷り
を目指す．また，地質学雑誌との編集上
の調整を諮る．

3） The Island Arc誌を地質学会の全会員
に配布する．これによって同誌を実質的
に地質学会の基本誌とし，現状ですでに
国際誌としてimpact factor 1.0を与えら
れた同誌をさらに国際的な有力誌として
育成することが可能となる．

4） 執行委員会及び評議員会は3）による
会費の上昇を最小にする方策を考える．
必要な場合には，評議員会のもとに全会
員配布案を検討する委員会を設置する．

上記提案に対して，立石雅昭執行委員長よ
り，同ワーキンググループが執行委員会のも
とに設けられた経緯に基づいて執行委員会と
して討議した次の結論が同答申への対応の原
案として提案された．

1） 提案1については，その方向がよいと
判断し，その旨評議員会に提案する．

2） 提案2については，今後さらに検討が
必要な事項と考え，執行委員会で検討の
上，次の評議員会に提案する．

これについて，討論の上，原案が承認され
た．

学　会　記　事
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5． その他
研究委員会の解散について

立石雅昭執行委員長より，Tectonic Map of
Asia（CGMW）研究委員会の渡辺暉夫委員
長からの「同図の作成の推進側の国際的な活
動が事実上停止状態となっている状況から同
委員会を解散したい」という申し出が紹介さ
れ，評議員会としてこれを了承した．

報告事項

1． 日本技術者教育認定機構への対
応について
公文富士夫第一庶務委員長より配布資料に

基づいて次の報告があり，これを了承した．
JABEE検討ワーキンググループ三宅康幸

委員長から資源素材学会JABEE委員会との
意見交換会議（2000.9.11 ；本学会から三
宅・公文出席）の報告が提出された．この会
議は日本応用地質学会・日本地質学会・日本
地下水学会の3学会から7月にJABEEに提案
した「地質工学および地質工学関連分野」の
分野提案に対する吉川 JABEE 会長の回答

（資源素材関連と土木分野との調整を要求）
を受けて行われたものである．大和田秀二教
授（JABEE基準・審査委員会委員，資源素
材学会の研究委員会委員長）から，地質工学
独自の分野のたち上げは困難なこと，資源素
材関連分野では地質工学関連と合流すること
を歓迎すること，その場合，分野の名称と内
容について再検討する準備があることが説明
された．そして，地質工学関連分野の3学会
が賛同するならば資源・素材学会の委員会

（資源系技術者資格問題と技術者教育問題に
関する調査研究委員会）（大和田委員長）に
3学会から委員が参加し，ここで分野の名称
や内容について検討してはどうかとの提案が
された．これに対し，この方向での調整の可
否と上記委員会への参加の有無について，各
学会の意見をもとめて回答することとなっ
た．地質学会のJABEE検討ワーキンググル
ープとしては，3学会で提案した分野別基準
案の継続性と名称，今後の方向について心配
があるが，他の関連 2 学会の対応の動向，
JABEEのなかで置かれた立場も考慮しつつ，
松江大会時に設定されたJABEEに関する夜
間小集会で関係者の意見を聞き，対応を決め
ることとしたい．
2． 第18期日本学術会議研究連絡委
員会委員候補者の選出とその結果
について
立石雅昭執行委員長より，徳岡隆夫推薦委

員会委員長から9月10日付けで執行委員会宛
に選出の経過と結果について報告があり，執
行委員会として了承の上，関係学術会議会員
に対して連絡を行った旨の報告があり，徳岡
隆夫委員長から配布資料により次の報告があ
り，これを了承した．

研連委員候補推薦委員会では，第18期日
本学術会議研究連絡委員会及び専門委員会に
ついて下記のように候補者を選出した．推薦

に至る経過は以下の通りである．
・2000年6月の評議員会で副会長（徳岡）が

中心になって推薦委員会を組織することを
決定．（なお，この評議員会で，あらかじ
め研連委員として推薦したい人があれば各
評議員からの推薦により候補者に加えるこ
ととしたが，期限内に推薦がなかった．）

・推薦委員会は前回（3年前）の例にならい，
会長・平副会長・評議員会議長・執行委員
長と協議の上，委員会委員を決定すること
とした．委員会委員は研連委員候補にはな
れないという条件付きで行った．その結果，
以下の5名で委員会を構成することになっ
た．
徳岡隆夫（委員長）・井本伸広・岡田博
有・斎藤靖二・坂　幸恭

・各委員からの推薦に基づいて研連委員候補
者を選出した．前回を踏襲して各研連とも
地質学会に割り当てられた定数以上に候補
者を選出し，評議員の通信投票を行い，決
定することとした（評議員宛に2000.8.15
付けで投票依頼，8.31締め切り）．
投票（投票総数　33/50；（ ）内は地質

学会に与えられた推薦枠，△は補欠）各研連
ごとに下記の候補者を推薦することを決定し
た．

【地質研連】公文富士夫，在田一則，足立
守，永広昌之，小川勇二郎，木村　学，中
尾征三，板谷徹丸

【古生物研連】八尾　昭，△平野弘道
【海洋研連】井内美郎，△徐　垣
【鉱物研連】高橋正樹，△広井美邦
【鉱床専門委】丸山孝彦，△加納　隆
【地化宇化研連】田結庄良昭，△加々美寛雄
【地球環境研連】田崎和江，△多田隆治（→

地球環境研連については推薦依頼があった
として選挙を行ったが，推薦ができるかど
うか確実でない．）
3． 第18期日本学術会議報告

立石雅昭執行委員より，斎藤常正日本学術
会議会員から次の報告があった旨紹介され
た．

第18期日本学術会議が，2000年7月26日
に発足した．第18期会員のなかで地球科学
分野の世話人は以下の5名である．青木謙一
郎：地質科学総合・鉱物学研連，入倉孝次
郎：地球物理学研連，斎藤常正：地質科学総
合・地質学研連，西田篤弘：地球物理学研連，
米倉伸之：地質科学総合研連．

第18期会員の顕著な特徴としては，総長
〔含む学長〕あるいはその経験者が多いこと
である．京都大学，東北大学，北海道大学の
現職総長が含まれるほか，学術会議第18期
会長に再選された吉川弘之氏は，前東京大学
総長である．17期から継続の会員は，全体
の約3分の1を占める．

1） 総会（2000年7月26・27・28日各日
の午前）
7月26日の総会で役員の互選が行われ，

会長に吉川弘之氏が17期に引き続き再選
された．人文科学系副会長には，吉田民人

氏（第1部：社会学）が，自然科学系副会
長には，黒川　清氏（第7部：診療科学）
が選出された．7月27日の総会では，第17
期会長による同期学術会議の活動状況の報
告が行われた．最後の28日には，18期に
特別委員会を設置して議論すべき課題につ
いての予備的な議論と，6地区会議〔北海
道，東北，中部，中国，四国，九州・沖縄〕
の初会合が行われた．
2） 第4部（理学）会（2000年7月26・27

日各日の午後）
第4部会役員の互選が行われ，部長に大

瀧仁志氏（化学研連），副部長に土居範久
氏（情報学研連），幹事2名に，郷　信広
氏（物理科学研連），岩槻邦男氏（生物科
学研連）が選出された．また，各常置委員
会への委員の選出，第4部世話担当各研連
への会員の指名が行われた．27日の部会
は，18期に特別委員会を設置して議論す
べき課題を審議した．
3） 第4部（理学）会（2000年8月24日）

前回に，審議未了となった，第17期か
らの「申し送り事項」の審議のため，こ
の特別部会が開催された．研連の見直し
について，学術会議全体の見直しの動き
は無いものの，第4部世話担当の研連の
見直しは第18期会期内に必要であると
いう意見が多かった．第17期に創設さ
れた，第4部世話担当の研連の委員長お
よび第4部会役員から構成される「理学
総合連絡会議」の18期における継続が
合意された．

日本学術会議「学術体制常置委員会」
から検討依頼のあった，「平成14年度科
学研究費補助金審査委員候補者の推薦に
ついて」を検討した．平成13年度の審
査委員候補者の推薦作業を踏まえて，修
正や改善を希望する事項については，各
研連委員長から当該常置委員会へ，2000
年11月6日までに提出すること〔第4部
にあっては，部長を経由すること〕．分
科細目別の対応研連について，新たに窓
口研連になりたい，あるいは候補者の推
薦に関与したい研連は，各研連委員長か
ら，上記事項と同様に，11月6日まで第
4部長経由で申し出ること．以上の2項
目が確認された．

平成14（2002）年度「科学研究費補助金
審査委員候補者の推薦」については，次のス
ケジュールで処理される．
・平成13年2月（各窓口研連委員長宛て）候

補者推薦の依頼．
・平成13年3月（各窓口研連委員長宛て），

平成13年度審査委員リストの送付．
・平成13年5月末－審査委員候補者リスト提

出締切り．
4． 2000年度科研費問題検討小委員
会の構成について
公文富士夫検討小委員会委員長（本年度第

2回定例評議員会で選出）より配布資料に基
づいて次の報告があり，これを了承した．
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慣例に基づいて旧年度の委員によって推薦
された10名の候補者に対して投票を行い，
以下の3名の新委員候補者と1名の補欠候補
者を決定した．

新委員候補者：酒井治孝（九大，堆積学・
古環境学）・永広昌之（東北大，層位・古生
物学）・井内美郎（愛媛大，堆積・第四紀学）

（決定した候補者の一人が辞退したため，補
欠候補者を候補者とした）

委員長：公文富士夫（信大）
継続委員：岡田尚武（北大）・新妻信明
（静大）・廣井美邦（千葉大）・吉川周作
（大阪市大）

【参考資料】
（委員会の目的）
1） 科研費補助金審査委員候補者の選出
2）科研費をめぐる情勢分析・情報交換と，

より効果的な科研費獲得の方策の検討
3） 科研費に関する他学会・学術会議等
（6学会連合）との調整

（委員の選出方法と選出の経過）
委員長：評議員会での選出
委員：本小委員会の任期は2年であり，半

数（4名）交代．交代で選ばれる委員は，
旧委員全員の推薦と投票で選ばれ，その
結果が評議員会で承認されるのが慣例と
なっている．

1） 委員候補者の推薦：8月末日締切　10
名の候補者　今期で任期が切れる方も含
めた全旧委員から候補者を推薦．

2） 投票：9月10日締切，3位同点者3名
で決戦投票（9月12日締切）
推薦された候補者のリストから，3名連
記で投票，上位から順に3名を本人の了
承を得た上，2000年度新委員候補とす
ることとした．

3） 評議員会での承認（9月28日臨時評議
員会）

5． 2000年度各賞問題検討委員会の
構成等について
立石雅昭執行委員長から配布資料に基づい

て次の報告があり，これを了承した．
第2回定例評議員会での了承に基づき，執

行委員会として構成委員を下記評議員に依頼
することとして，それぞれの了承を得た．ま
た，委員長として在田一則評議員にお願いす
ることとなった．在田一則（委員長），秋葉
文雄，赤羽貞幸，赤羽久忠，久保和也，斉藤
尚人，田結庄良昭，湯浅真人各評議員

なお，第1回の委員会を学会事務局で8月
19日に開催し（立石：オブザーバー参加），
これまでの経緯と本委員会の目的を確認の
上，それぞれの課題，今後の検討方向，進め
方等について討議，当面の結論を得た（詳細
内容は，第7回執行委員会議事録参照）．
6． 財政再建の方策について

佐々木和彦会計委員長から配布資料に基づ
いて，要旨下記の報告があった．さらに，ニ
ュース誌に財政再建の具体的方策を検討中で
あることを紹介した上で12月の第3回定例評
議員会にあらためて提案することが諮られ，

これを了承した（詳細についてはニュース誌
を参照）．

1997年度財政問題検討委員会（野村委員
会）による検討以降，これまで1998年度財
政問題検討委員会（上砂委員会），その後の
会計委員会．執行委員会による検討を経て，
また正会員の会費値上げ後の財政状況，コス
ト削減の努力を考慮の上，今後学会としてと
るべき具体策を検討した．

・早急に導入したい具体策：
（1） 地質学雑誌の印刷負担金（1pあたり

1,000円）時期尚早，投稿が他学会に流
れる恐れありとの意見があり，継続検討
中．ページ制限を越える場合には1ペー
ジあたり2万円の超過負担金．カラーペ
ージについては現行どおり，1ページあ
たり10万円の負担金．

（2） ニュース誌の印刷負担金原則として印
刷負担金制度を導入しないが，明らかに
受益者負担制度を適用しなければならな
いと編集委員会あるいは執行委員会が判
断した場合には印刷負担金として1ペー
ジあたり2000円をお願いしたい．

（3） 年会講演における予稿集印刷負担金継
続検討中．

（4） 別刷りの有料化　受益者負担制に基づ
いてすべてを有料化し，学会誌・論集に
ついて販売価格をもとに料金を設定し
た．

（5） 会費未納会員の学会誌への投稿，年会
での発表の制限（2001年1月1日より適
用）．

・検討継続中の具体策：
（1） 独立採算性に関する年会での普及活動

（地質情報展など）年会での総会・普及
講演会・地質情報展（企業展示を除く）
に関わる経費は学会本部より支出するこ
ととしたい（2001年の金沢総会・年会
から適用）．

（2） 年会の会計処理　明朗な会計処理を行
う必要があること等から，これまで開催
校でクローズしていた会計処理を本会処
理としたい．ただし，巡検と懇親会費は
当面これから除き，完全な独立採算でお
願いしたい．

（3） 普及出版活動に対する引当準備金の設
置　今後「普及書出版費引当準備金を設
けたい．

（4） 財源・財政から見た各賞の適切な顕彰
制度と副賞　学会からの財源支出を前提
とし，それに応じた各賞の顕彰制度，副
賞の内容を考える必要がある．今期の各
賞問題検討委員会での検討に委ねたい．

7． その他
1） 大学評価委員会専門委員及び評価員候補

者の推薦について

立石雅昭執行委員長から配布資料に基づい
て，下記事項が執行委員会で了承された旨の
報告があり，これを了承した．

大学評価・学位授与機構から会長宛に7月
19日付で要点次のような「大学評価委員会

専門委員及び評価員候補者の推薦について」
の依頼があった．

1） 上記機構は全学テーマ別（毎年），な
らびに分野別に教育評価と研究評価（5
年周期）を実施する．分野別では12・
13年度は理学系と医学系を対象とする．

2） 分野別の専門委員会，部会について：
地球科学系として，教育評価専門委員と
して3名，研究評価専門委員として3名，
評価員として5名から構成される．

3） 学術会議登録学協会に候補者の推薦を
依頼する．各学協会はその推薦に当たっ
て上記委員数を目安に推薦する．推薦さ
れた候補者が必ずしも委員として任命さ
れるものではない．

4） 推薦締め切りは8月21日．
すでに7月期の執行委員会は終了してい

た．しかし，この大学評価は今後の地質科学
界にとってきわめて重要な問題であるとの認
識に立って，会長，副会長，評議員会議長，
および執行委員会のなかの大学関係者（立石，
公文，伊藤）によって大学評価候補者推薦委
員会を構成し，そこで地質学会としての候補
を決め，推薦することとした．

委員会としてはメイルで意見交換を行っ
た．推薦枠一杯を推薦するということも可能
であるが，人数を絞って推薦するほうが良い
との判断で，岩鉱学会や古生物学会の動向も
考慮しながら，6名の方々を候補とし，推薦
を受けていただけるよう，依頼した．本人の
承諾も得た上で，結果的に下記の方々を地質
学会からの候補として，8月21日，上記機構
に推薦した．

教育評価専門委員：諏訪兼位・大矢　暁
研究評価専門委員：秋山雅彦・平　朝彦
研究評価評価員：斎藤常正・小川勇二郎
今回は，時期的にも迫っていたために，評

議員会でのコンセンサスを得て執行すること
ができなかった．ここに経過を報告し，事後
承諾ではあるが，ご了解を頂きたい．なお，
この評価専門委員などの推薦は5年ごとに依
頼が来るものと考えられる．したがって，地
質学会として，その候補の推薦方式について，
次回までに決める必要がある．
2） 2000年度第4回定例評議員会の日時につ
いて

立石雅昭執行委員長より表記について，
2001年3月31日（土）北とぴあ901会議室で
開催することが報告され，了承された．
3） 地球惑星科学連合合同大会への参加につ
いて

伊藤谷生行事委員長より配布資料に基づい
て，下記の報告があり，了承された．

今年度地惑合同大会終了後，その幹事会が
開催され，伊藤行事委員長が出席，ここで幹
事会議長を要請され，小松会長，立石執行委
員長などとも相談の上，引き受けることとし
た．幹事会では，9月の次年度大会プログラ
ム委員会に向け，地質学会から正副プログラ
ム委員を出すよう要請があり，行事委員会で
検討，行事委員会メンバーから正プログラム
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委員として木村克己会員，副プログラム委員
として安藤寿男会員にお願いすることとなっ
た．プログラムとしてレギュラーセッション
とスペシャルセッションを組む予定で，現在
地質学会としてのレギュラーセッション案に
ついて行事委員を中心に検討を進めている．
今年度から執行委員会において検討の上，地
質学会としての地惑合同大会への参加を行事
委員会が担当して組織的に進めていることを
了承していただきたい．
4） 各賞受賞候補者の推薦依頼について

立石雅昭執行委員長から，配布資料に基づ
いて，各賞選考委員会板谷徹丸委員長から執
行委員会にたいして検討依頼のあった，表記
に関する会長・副会長・評議員・専門部会・
支部に対する依頼文書案を執行委員会として
了承し，関係者に対して事務局より連絡をと
ることとしたとの報告があり，これを了承し

た．
5） 研究委員会の設置申請について

立石雅昭執行委員長より次の報告があり，
これを了承した．

渡辺暉夫評議員より「高レベル放射性廃棄
物の地層処分に関する研究委員会」の設置の
提案があり，執行委員会において意見交換の
結果，提案内容に不明確の点もあるのでさら
に執行委員会と提案者の間でやりとりを行っ
た上，12月の評議員会で諮るのが適当と判
断し，その旨を提案者に伝えることとした．
6） その他

上記議事終了後，下記3件の報告がり，そ
れぞれ了承した．
（1） 地質学論集 57号の販売価格の変更に
ついて

高橋正樹第二庶務委員長より，本年度第
2回定例評議員会で了承された地質学論集

57号の販売価格をその後の事情の変化の
ため2,800円に変更したとのことが報告さ
れた．
（2） 会員名簿の作成について

足立勝治会員委員長より，2000年版会
員名簿を作成中であること，アルファベッ
ト表記については当面技術的な問題，手
数・時間的条件から次回に見送るとの報告
があった．
（3） 国際地質科学連合（IUGS）会長来日
記念講演会について

楡井　久評議員（Co-Geoenvironment日
本国内委員会）より，表記が本年10月3日
に（財）深田地質研究所おいて「21世紀に
おける地質科学研究」の表題で開催される
旨の報告・連絡があった．

☆地質学論集　新刊案内
地質学論集57号が発行されました．ご希望の方は代金を添えて，事務局までお申し込みください．送料は340円です．（現金または
郵便振替00140-8-28067）

地質学論集　第57号

砕屑岩組成と堆積・造構環境
（編集委員：公文富士夫・君波和雄・保柳康一・竹内　誠・武蔵野実・宮本隆実　2000年9月発行，240ページ，会員頒価2,800円，
送料340円）
1990年代の砕屑岩研究を総括して，次の21世紀での飛躍を目指す論集であり，是非多くの方にご一読願いたい．この間の研究の

発展を反映して，主化学組成から微量元素にいたる化学組成に基づく研究が多いことが特徴である．後背地の性質や風化の度合い，
造構場，堆積環境といった重要な要素を読みとる研究が収められている．また，全岩化学組成，粒子化学組成，シーケンス層序と化
学組成，というまとまりで，レビゥー論文を配置して，初心者への入門と今後の発展の方向を示唆していることも有益な配慮である．

（編集委員会代表　公文富士夫）
目　　次
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四万十帯北帯）との関連 石濱茂崇・君波和雄　133
日本海東縁の諸地域における古第三紀および新第三紀堆積岩の希土類元素解析 山崎静子・道前香緒里・石賀裕明　145
Geochemistry and provenance of Cretaceous sediments from the Euisong block, Gyeongsang Basin, Korea

Roser, B.P., Ishiga, H. and Lee, H.K. 155
西オーストラリア，ピルバラ地塊，マーブルバー地域における太古代初期（3.5Gyr）の珪質泥岩と砂岩の地球化学

加藤泰浩・池崎秋芳　171
＜砂粒子の組成＞
砕屑粒子の化学組成からのメッセージ：砕屑性ザクロ石の化学組成に基づく後背地解析と東アジアの地殻変動 竹内　誠　183
紀伊半島四万十累帯白亜系砂岩の重鉱物組成とその時代的変化 別所孝範　195
西九州，黒瀬川地帯の下部白亜系砂岩の組成 宮本隆実・安藤秀一・田中　均・高橋　努　211
＜砂岩組成とシーケンス層序学＞
砂岩組成とシーケンス層序学＊ 伊藤　慎　223
長野県北部に分布する北部フォッサマグナ中新統砂岩の後背地と分散システム 宇野智博・保柳康一　231
＊総説
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御所浦白亜紀資料館は，海の幸豊かな八
代海に浮かぶ御所浦島にあります．この島
のある御所浦町は熊本県唯一の離島の町
で，大小18の島々からなります．古くよ
りトリゴニアやイノセラムス，アンモナイ
トといった化石産地として知られており，
平成9年3月以降，相次いで恐竜の化石が
発見されたのをきっかけに，同年7月に御
所浦島開発総合センターの3階の1部屋を
仮住まいとし，開館しました．現在は拡張
を重ね，3部屋の展示室があります．

また，御所浦町では「全島博物館構想」
を打ち立て，島全体を博物館に見立て，島
のいたる所から出てくる豊富な化石や地層
を現地で見学・学習してもらおうと，巡検
地・見学地の整備とルート作りを行ってい
ます．

石を中心に展示しています．ここにはヌム
リテスの化石などの展示や御所浦から産出
した日本最古の大型哺乳類化石の解説もあ
ります．また，アンモナイトやトリゴニア，
イノセラムスといった日本の白亜紀の特徴
的な化石を全国から集めて展示していま
す．

第3展示室は，世界の恐竜化石の実物や
レプリカなどが展示してあります．中央に
はアジアのティラノサウルスといわれるタ
ルボサウルス，その周りにはパキケファロ
サウルス，カマラサウルス，モノロフォサ
ウルスなどの頭骨の化石レプリカがありま
す．また，ここのもうひとつのメインとな
る展示はクリーニング中の御所浦産恐竜化
石で，運がよければクリーング作業も見学
することができます．
＊注意　大型哺乳類の化石は福井県立恐竜
博物館で研究が行われており，現在パネル
展示のみ行っています．

＜野外巡検地・見学地＞
・花岡山化石採集場…約9,800万年前の干
潟の貝化石がゴロゴロとしていて，資料館
で許可をもらえば，無料で自由に採集がで
きます．また，恐竜の化石もここから見つ
かっています．
・アンモナイト館…直径約60 cmのアンモ
ナイトのユーパキディスカスの化石が露頭
に入ったままの状態で建物内に保存してい
ます．自由に見学することができます．
・ニガキ化石公園…トリゴニアなど浅海の
二枚貝が一面に密集している高さ約1.8m
の岩石をはじめ，それぞれに解説板が付い
た大小20個の石が野外展示してあり，化
石や化石層のでき方など学ぶことができま
す．
・“白亜紀の壁”…採石によってできた高

御所浦白亜紀資料館
Goshoura Cretaceous Museum

廣瀬浩司

博物館紹介◯38

御所浦白亜紀資料館のある御所浦島開発総合センター

＜常設展示＞
御所浦白亜紀資料館には，御所浦をはじ

め天草から産出したさまざまな化石を中心
に2部屋，世界各国の恐竜の化石を中心に
1部屋の展示室があります．

第1展示室は，御所浦をはじめ天草から
産出した白亜紀の化石の展示になっていま
す．ここには，約9,800万年前の御所浦層
群から産出した日本最大級の肉食恐竜の歯
をはじめとした恐竜化石や，トリゴニアや
トリゴニオイデスといった二枚貝，干潟の
巻貝，また約8,500万年前の姫浦層群から
産出した直径60 cm近くもあるアンモナイ
トやイノセラムスなど，さまざまな化石を
展示しています．化石のでき方や発掘風景
などを分かりやすく図解したパネル展示も
行っています．

第2展示室は，天草炭田で知られる弥勒
層群や本渡層群から産出した古第三紀の化

日本最大級の肉食恐竜の歯の化石 館内の展示風景
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さ200mにもなる断崖です．陸から干潟の
堆積物が赤・白・暗灰色の互層を成してい
ます．貝や恐竜などの化石が多く発見され
ています．現在も採石を行っているため立
ち入りはできませんが，船上より見学する
ことができます．
・前島のイノセラムスの壁…最大50 cmの
イノセラムスなど，大小約20の化石が見
られる露頭があります．この周辺にはアン
モナイトの化石層や変成岩，断層，不整合
など見られ，地質の箱庭のようなところで
す．
・弁天島の恐竜足跡化石…周囲200mほど
の島の海岸に約38 cmの足跡化石がそのま
まの状態で保存してあります．これは九州
で初めて見つかった恐竜の足跡化石で，体
長5mほどの肉食恐竜のものであることが
わかっています．

これらの他にも，トリゴニアや恐竜，ア
ンモナイトの化石産地などが巡検地として
てあります．

＜普及活動＞
親子を対象とした化石セミナーを毎年夏

に2回，化石採集や化石レプリカ作りなど
を中心に行っています．地元の小中学校を
対象とした化石セミナーも年2回，化石の
採集や学習を行っています．また，一般を
対象とした現地学習会も行っており，現地
での地質や化石の学習を中心に行っていま
す．

化石に関する企画展や講演会を年2～3
回開催し，連休中には化石のクリーニング

作業を公開することもあります．この他に
も，様々な一般の化石や地学の学習のため
に来られた団体を対象に資料館や巡検地の
現地説明を行っています．

＜研究・調査活動＞
天草を中心に恐竜化石をはじめ，さまざ

まな化石の標本収集のための発掘や化石・
地質などの研究を行っています．これらの
報告や研究論文などを掲載した「御所浦白
亜紀資料館報」も昨年度より年刊発行して
おり，天草を中心とした研究や調査報告な
どを知ることができます．

また，各地から研究者や学生の調査や巡
検会などを受け入れています．

しかし，専門職員の研究活動や化石のク
リーニング作業のほとんどが空き時間や休
日に行うなど，ままならないのが現状です．

＜今後の展望＞
御所浦白亜紀資料館は現在，御所浦島開

発総合センター内に仮設しているため，展
示や研究，保管のための十分な整備がされ
ていないのが現状で，早急な本館の建設が
望まれています．この本館が建設されれば，
これをターミナルとし，島各地に点在する
巡検地・見学地を見てまわり，調査・学
習・観光と多くの人のニーズに応じた見
学・学習ルートができます．

展示物に関しても，スペースの問題上，
展示できなかったり，クリーニング作業の
終わっていない多量の化石があり，これら
の整理や展示を順次行っていく予定です．

＜利用案内＞
開館時間：午前10時～午後5時

（入館は午後4時30分まで）
休 館 日：毎週月曜（祝祭日は開館），年末

年始
入 館 料：無料
所 在 地：〒866_0321

熊本県天草郡御所浦町4310_5
御所浦島開発総合センター内

連 絡 先：
電話　0969_67_2325
FAX 0969_67_2359
E_mail：m-creta@try-net.or.jp

交　　通：
・JR熊本駅より九州産交バスで熊本港へ，

熊本港より高速船マリンビュー本渡港下
船，本渡港より定期船，御所浦港下船

（JR熊本駅や熊本空港などから本渡バス
センター行きバスもあります．）

・JR三角駅前の三角港より定期船，御所浦
港下船

・JR八代駅より九州産交バスで八代港へ，
八代港より定期船，御所浦港下船

・JR水俣駅より南国交通バスで水俣港へ，
水俣港より定期船，御所浦港下船

この他にも，倉岳町や龍ヶ岳町からの定期
船のほか，海上タクシーがご利用できます．

＊注意：化石採集は白亜紀資料館もしくは御
所浦町教育委員会で許可を必ず取って下さ
い．また，恐竜など貴重な化石の持ち出しは
一切禁止していますので，マナーを守って化
石採集や見学を行って下さい．

花岡山化石採集場での化石採集風景

“白亜紀の壁”

アンモナイト館

ニガキ化石公園のトリゴニアを含む化石の密集

タルボサウルスの頭骨
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朝倉書店　2000年9月25日発行，B5判，
287ページ，定価6,200円＋税，ISBN4_

254_16241_3

朝倉書店から最近上記の教科書が出版され
たので，ここに紹介したい．同書店から2年
前に出版された狩野謙一・村田明広著『構造
地質学』は，野外で観察される地質構造の解
説を中心とした教科書で理論的な解説には乏
しかったが，その姉妹編とも呼ぶべき本書で
は基礎理論が丁寧に解説されている．

本書は，著者の序文中の言葉を借りれば，
「テクトニクスを物理学のことばを使って考
えるための基礎を，構造地質学者の立場から
紹介」したユニークで意欲的な教科書である．
著者の指摘するとおり，テクトニクスはもは
や構造地質学にとどまらず，地質学全般，固
体地球物理学，地形学，惑星科学などの多分
野からアプローチされている，学際的学問で
ある．構造地質学からのアプローチは地質構
造の記載に基づく帰納的議論が圧倒的な割合
を占めているが，著者は本書で，物理学（特
に連続体力学）の理論に基づいたテクトニク
スの諸問題に対する演繹的な取り組み方を読
者に紹介している．この点で本書は構造地質
学的観点から書かれた従来のテクトニクスの
教科書とは異質であり，むしろ地球物理学的

観点から書かれたテクトニクスの教科書とい
う印象を持つ読者がいるかもしれない．確か
に内容的にはTurcotteとSchubertによる名
著“Geodynamics”と類似点はあるが，本書
は前者と異なり応用事例の殆どが地質学的現
象であり，副題も「構造地質学からのアプロ
ーチ」である．

本書は，変形の幾何と静力学を扱う第1～
4章の第1部と，変形のマクロな動力学を扱
う第5～12章の第2部の二部構成になってい
る．各章では，まず連続体力学の基礎理論が
解説され，その後地球・惑星テクトニクスの
諸問題への応用が議論される，という形式に
なっている．

第1章（歪み）と第2章（微小歪みとその
累積）では有限歪みと微小歪みの各種テンソ
ルが導入され，これらの応用としてバランス
断面図，古地磁気回転，リフティングと水星
のグローバル収縮などが議論されている．第
3章（応力とアイソスタシー）と第4章（主
応力と応力場）では応力理論の解説とともに
重力と熱伝導が導入され，アイソスタシー，
海洋・大陸リソスフェアの冷却沈降，地表付
近の応力場などが議論されている．

第5章（応力と歪みの関係）では応力と歪
みの構成関係が論じられ，以後の章の基礎と
なる普遍的なテンソル形式の構成方程式（表
示定理）が導かれる．第6章（断層）では，
断層形成に関するクーロン_ナビエの破壊基
準とアンダーソン理論，断層の摩擦強度など
が解説され，テクトニックインバージョンと
岩石の脆性強度に関する問題が議論されてい
る．第7章（弾性と地殻応力）と第8章（リ
ソスフェアの弾性）では線形弾性体の構成方
程式が導かれ，節理系，熱応力，リソスフェ
アのたわみ，座屈褶曲，月の海のテクトニク
スなどが議論されている．第9章（線形流体）
ではニュートン流体の構成方程式，運動方程
式（ナビエ_ストークスの方程式）と流れ関
数が導かれ，クレーター地形の粘性緩和，ブ
ーディンと褶曲形成，マントル対流に伴う地
形の昇降運動などが議論されている．第10
章（粘塑性体）では，粘塑性体（特にべき乗
流体）の構成方程式と降伏条件が解説され，
リソスフェアの降伏，衝突クレーターやカル
デラ壁の崩壊，複雑クレーターの形成，べき
乗流体の流れの安定性などが議論されてい
る．

最後の2章は，これまでに記述された理論
と知識を総合して展開されており，第3部と
も呼ぶべき部分である．第11章（小断層に
よる古地殻応力測定）では，小断層の逆解法
や著者が最近開発した多重逆解法による応力
状態推定理論，さらに与えられた微小歪みを

達成するための断層活動と応力状態を評価す
るRechesモデルと，応力状態と断層ブロッ
クの回転に応じた小断層の運動分布を評価す
るTPHモデルが解説され，それらの応用例
が示されている．第12章（リソスフェアの
動力学）では，リソスフェアの強度断面，リ
フティング不安定，等価弾性厚，周期的変形
が議論されている．

付録Aでは，本書で頻繁に用いられるベク
トルとテンソルの基礎的な式が解説されてい
る．また，各章末に掲載された練習問題の解
答が付録Bに示されている．

著者が京都大学で行っている学部・大学院
の講義に基づいて4年の歳月を費やして書い
たと聞くだけあって，本書は上記のように読
みごたえのある重厚な内容となっている．本
書は構造地質学だけでなく，現在または将来
テクトニクスの研究に関わる全ての分野の学
生・院生・研究者にとって，基礎理論を学ぶ
のに格好の教科書と言えよう．また本書は，
歪みと応力の基礎理論，その構成関係を丁寧
に解説しており，テクトニクス以外の狭義の
構造地質学の研究者や既刊『構造地質学』の
読者にとっても大変有用である．特にテンソ
ル式による記述はエレガントである．また理
論のテクトニクスへの応用対象はグローバル
でかつ，地球にとどまらず惑星全体に及ぶ．
惑星のテクトニクスに関する記述が多いこと
も本書の特徴の1つである．

著者は本書によって，地質学以外の分野の
学生・院生にはテクトニクスの「地質学的見
方」を伝えようとし，地質学分野の学生・院
生には，テクトニクスの「博物学的見方」と
は異なる物理的見方を伝えようとしている．
連続体力学を学部の講義で学習する地球物理
学分野などの学生・院生にとっては本書は比
較的読みやすいと思われるが，連続体力学を
学習した経験のない地質学分野などの多くの
学生・院生には，残念ながら本書は難解と言
わざるを得ない．後者の学生諸氏は，付録A
や著者が序文中に挙げた連続体力学やベクト
ル・テンソルの参考書を大いに参考していた
だきたい．自然科学は自然現象の観察・記載
と，その理論的考察と実験による検証によっ
て進展してきており，テクトニクスにおいて
も理論的研究が必要不可欠であることは論を
待たない．自戒の念も込めて，「博物学的見
方」に陥り視野が狭くなりがちな地質学分野
の学生・院生・研究者こそ，本書によって健
全な理論的背景を習得すべきである，と思う．

本書には誤植は多くないが，正誤表は
http ://www.kueps.kyoto-u.ac.jp/̃yamaji/
RT/RT.htmlより入手可能とのことである．

（金川久一）

紹　介

理論テクトニクス入門―
構造地質学からのアプローチ

山路　敦著



日本地質学会News 3 （11） 19

新版地質図・

報告書類

地質調査所，2000年2月刊，218ページ，
152図，7表，付図･付表各1，図版10，
4,700円

上記の地質図を夏にいただいた，富山の人
や日本アルプス地域を勉強している人にとっ
て待ち望んでいた図幅が地震予知のための特
定観測地域の地質図の一環として刊行され
た.「上高地」図幅が出版されたので遠から
ずできるものと楽しみにしていた．標高
3,000m，比高1,500mの峻しい山地の地質調
査の苦労は並大抵のものではない，歩くだけ
で大変なのに，それに地質調査も加わり，ち
ょつと調べ忘れたからといって，再び行くに
は大変なところである．「乗鞍岳」，「上高地」，

「槍ヶ岳」，「立山」とつぎつぎと精力的に調
査をまとめられ立派な仕事を残された著者ら
にまず敬意を表したい．

説明書は以下のようになっている．
I．地形，II．地質概説，III．飛 変成岩

類，IV．ハシゴダン乗越変成岩，V．塩基性
岩類，VI．眼球状マイロナイト類，VII．船
津花崗岩類，VIII．白亜紀後期_古期第三紀
初期火成岩類，IX．岩脈 I，X．中新世（?）
花崗岩類，XI．鮮新世火成岩類，XII．岩脈
II，XIII．第四紀火山岩類，XIV．中期更新世
末期_完新世堆積物，XV.応用地質，XVI．重
力異状と密度構造，XVII．活断層と地震活動，
文献，abstract

I．地形では山地・河谷・火山地形，飛
山脈の隆起，山地の気候が述べられている．
その中で周氷河地形が準平原と間違われてい
るのでないか，氷河が称名川から立山川へ流
れた可能性，カルデラ内の幻の高山などが指
摘されている．また隆起について越中側と信
濃側とでその時期が異なる問題，気候地形や
周氷河作用による土砂生産が述べられてい
る．

II．地質概説ではこの地域が飛 帯，宇奈
月帯，飛 外縁帯にあたること．古い順に飛

変成岩類，ハシゴダン乗越変成岩，塩基
性岩類，眼球状マイロナイト類，船津花崗岩
類，白亜紀後期_古期第三紀初期火成岩類，
岩脈I，中新世（?）花崗岩類，鮮新世火成岩
類，岩脈II，第四紀火山岩類，中期更新世末
期_完新世堆積物に大別されることが図およ

び表により示され，短い説明が付いている．
III．飛 変成岩類では概要と研究史，石

灰質変成岩類，砂泥質変成岩類，苦鉄質変成
岩類，珪長質変成岩類について述べられてい
る．概要と研究史では同岩体の研究史，年代
について述べられ，日本の基盤岩との考えが，
現在では西南日本内帯の累重ナップの一部と
考えられ，これらが互層状に密接して産出し
ている．石灰質変成岩類は結晶質石灰岩，石
灰珪質片麻岩；砂泥質変成岩類は黒雲母片
岩；苦鉄質変成岩類は白雲母・角閃石片麻
岩；珪長質変成岩類は黒雲母片麻岩，角閃
石・黒雲母片麻岩からなっていることが述べ
られている．

IV．ハシゴダン乗越変成岩　新称で模式地
はハシゴダン乗越で，露頭は未発見である．
阿曽原峠花崗閃緑岩や十字峡閃緑岩中に捕獲
岩として産出する砂質片岩，苦鉄質片岩から
なり変成度が低くて飛 外縁帯変成岩に対比
される可能性が大きいとされている．

V．塩基性岩類は斑れい岩，角閃石斑れい
岩および角閃石岩に分けられている．

VI．眼球状マイロナイト類は今まで眼球片
麻岩あるいは眼球状片麻岩と呼ばれていたも
ので明瞭なマイロナイト組織が見られるので
このように名づけられた．カリ長石斑状片麻
状角閃石黒雲母花崗閃緑岩とカリ長石斑状片
麻状（角閃石）黒雲母花崗岩および花崗閃緑
岩に分けている．

VII．船津花崗岩類は概要と研究史，石英
閃緑岩および閃緑岩，大熊山花崗閃緑岩およ
び相当岩類，スゴ谷花崗岩，細粒角閃石含有
黒雲母トーナル岩および花崗閃緑岩，早月川
花崗岩，毛勝岳花崗岩に分けて書かれている．
船津花崗岩類は三畳紀・ジュラ紀の花崗岩類
で飛 帯，宇奈月帯に貫入し，手取層群に覆
われている．下の本型と船津型に分かれ，前
者が後者を貫入しているところが多かつた
が，後者が前者を貫入しているところも見つ
かっている．前者に属するのは石英閃緑岩お
よび閃緑岩，後者に属するのは大熊山花崗閃
緑岩および相当岩類，スゴ谷花崗岩，細粒角
閃石含有黒雲母トーナル岩および花崗閃緑
岩，早月川花崗岩，毛勝岳花崗岩などがある．

VIII．白亜紀後期_古第三紀初期火成岩類
概要と研究史，木崎流紋岩，大白沢花崗岩，
冷沢花崗閃緑岩，御山谷花崗岩，剱岳花崗岩，
有明花崗岩，奥黒部花崗岩について述べられ
ている．

IX．岩脈 I では上記の岩石を貫入する玄武
岩，安山岩および閃緑斑岩，アプライト・石
英斑岩・流紋岩について述べられている．

X．中新世（?）花崗岩類　ここでは小ス
バリ沢花崗岩，黒部別山花崗岩，阿曽原峠花
崗閃緑斑岩について述べられている．

XI．鮮新世火成岩類　ここでは概要，爺ケ
岳火山岩類，大沢花崗斑岩，十字峡閃緑岩，
黒部川花崗岩について述べられている．

XII．岩脈II ここでは黒部川花崗岩の固
結後に貫入した珪長質岩脈について述べられ
ている．

XIII．第四紀火山岩類　ここではスゴ乗越
安山岩，立山火山噴出物について書かれてい
る．

立山火山噴出物について新しいことが多く
書かれているので少し詳しく述べる．ここで
は1．研究史，2．立山火山の概要，3．第Ia
期噴出物，4．第Ib期噴出物，5．第2期噴出
物，6．第3期噴出物，7．第4期噴出物，8．
歴史時代の噴火記録，9．立山火山の岩石に
ついて述べられている．研究史と立山火山の
概要では今までの研究が要約され，どのよう
に変ったか図や表で示している．

すなわち山崎らの1期から4期までが踏襲
されたが1期は1a期と1b期に分割された．
年代資料が多くだされ各期の火山岩は成分の
違いや場所の違いにより固有の名前がつけら
れた．

スゴ乗越安山岩は立山火山の初期の年代
20_22万年前であるが場所が離れているので
立山火山と分けている．

第1a期として年代が20_22万年前の湯川谷
火山岩が書かれている．

第1b期の火山として年代10_15万年前の
鷲岳下部溶岩，材木坂溶岩，鷲岳上部溶岩，
中ノ岳溶岩があげられている．

第2期の火山として年代が9_4万年前の称
名滝火砕流堆積物およびザラ峠溶結火砕岩

（Tt_D）があげられている．
第3期の火山として年代が3_4万年前の一

ノ谷溶岩，松尾峠溶岩，美松平溶岩，国見岳
溶岩，天狗山溶岩，玉殿溶岩，

第4期の火山として年代が4万年前以降の
ミクリガ池，地獄谷の爆裂火口群をあげ，地
獄谷類質テフラ層，硫黄堆積物などがある．

XIV．中期更新世末期_完新世堆積物
ここでは真川湖成層，河成段丘堆積物，氷

河堆積物および融氷水流堆積物，周氷河性堆
積物，旧期岩屑なだれ堆積物，新期岩屑なだ
れ堆積物，沖積錐・崖錐堆積物，現河床堆積
物および湖沼堆積物が書かれている．

XV．応用地質では鉱物資源，温泉および
地熱資源，自然災害および土木地質がとりあ
げられている．鉱物資源ではモリブデンと硫
黄，温泉および地熱資源では温泉と高熱トン
ネル，自然災害では洪水および土石流，土木
地質では黒四ダムとトンネルの出水，高熱ト
ンネルが取り上げられている．

XVI．重力異状と密度構造では重力測定と
重力データーの編集，重力データーの処理，
欅平竪坑重力測定と基盤の密度推定，表層密
度推定と密度マッピング，重力異状の概要，
残渣重力図，黒部湖・欅平周辺域直下の低密
度構造が書かれている．黒部湖・欅平周辺域
直下で低密度になっているのは，本地域に日
本でももっとも若い鮮新世の花崗岩バソリス
があることや高温地熱地域の存在などから，
地下ではまだ半溶融状態である可能性や高温
による体積膨張による密度低下などが推定で
きるとされている．

XVII．活断層と地震活動では活断層と地震
活動と重力性断層について述べている．跡津

「立山」
地域地質研究報告

（5万分の1地質図幅）

原山　智・高橋　浩・中野　俊・
苅谷愛彦・駒沢正夫
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川断層，弥陀ケ原断層，奥大日断層，スゴ谷
断層（新称），剱岳断層（新称）について述
べられている．

図版は10あり地形写真と安政地震関係の
絵図がのせられている．

幾つかの気のついたこと
●この地質図の特徴は今まで大ざっぱに分

類されていた火成岩が，多くの年代値をもと
に大変詳しく分類されたことであろう．放射
年代は研究者や方法によってバラ付きがでる
のは当然である．産状の項で貫入の関係を詳
細に記載しているのは大切なことで，これら
の年代値を検討するとき重要なてがかりとな
ることでであろう．

●ハシゴダン乗越変成岩や岩脈 I，IIが飛
変成岩と同等に取り扱われいる．堆積岩

では層群，類層，部層など分類の単位があ
る.岩体の大きさ，面積などから扱いかたが
異なってもよいのでなかろうか，そうでない
と素人には岩脈と飛 変成岩などと大切さが
同等に見えるが．

●5万分の1地質図と説明書はだれのため
に書かれるのであろうか．この説明書を読ん
でいて大論文が幾つか書けそうな重要なこと
がさらりと書かれている．ページ数が限られ
ていれば当然のことであろうが，経過の説明
が少なくて結論が出てくる．さわりだけが書
かれもう少し詳しく書かればと残念である．
研究史と概要はたいへん丁寧にかかれており
問題の所在を明らかにし，専門家と専門以外

の人の橋渡しをしてくれている．この項目が
この説明書のように書かれていれば専門以外
の人にも分かりやすいものになるのでなかろ
うか．

●侵食カルデラ内の侵食された堆積物はま
ず白岩を通らないとカルデラを出れない．隣
の図幅であるが，厚さ100mの日本で珍しく
厚い粟巣野段丘がある．この段丘と“立山火
山”の関係をどのように考えているのであろ
うか，この関係が説明できなければ“立山火
山”と侵食カルデラの関係は説明されたとい
えないであろう．雪を供給する後背地が少な
いところで圏谷氷河や谷氷河ができたのが飛

山脈の特徴の一つであろう．カルデラ内
に幻の2,800m以上の山（p. 8，110）を考え
ているが，圏谷へ供給された岩質から山の地
形が推定できるのでなかろうか，それはアイ
ソソトープステージ2の氷河で削られたとい
うが，跡形もなく幻になっている，かなりの
量があったと考えられるが，その岩体をつく
った岩石はどこにいったのであろうか．

●真川の縞状粘土について氷縞粘土ではな
いかと書かれている（p. 148）．地獄谷の縞
状粘土が気になり，スウエ－デンの氷縞粘土
を2_3日見せていただいたことがある．平野
のためかその厚さは2_3mであった．真川の
縞状粘土は10_15mと厚いこと，径20_30 cm
の樹幹が挟まっている．氷河は森林限界の上
にできるので氷縞粘土は材を挟まないのでな
かろうか．

●outwash depositを融氷水流堆積物と訳

されている，地学事典には融氷流水堆積物と
なっている．出版されるまで何人かの人が査
読されていよう，どうしてこうなったのであ
ろうか．ちょっと飛躍が過ぎるかもしれない
が，このことは地質調査所の5万分の1の地
質図が“沖積層”をブランクにしてきた伝統，
第四紀や平野など新しい堆積物を軽視する伝
統が顔をのぞかせているのでなかろうか，そ
うでなければよいが．国土面積の2割前後の
平野に人口の7_8割が住んでいる平野をブラ
ンクにする伝統はそろそろ変えないといけな
いのでなかろうか．

●5万分の1の地質図「立山」が1セット
4,700円は高過ぎないだろうか．物の値段は
需要者が決めるものであるが，個人の需要も
多いはずである．建設省から多色刷りの小冊
子を宣伝のためかよくいただくが．5万分の
1の地質図は地質調査所の看板であり政策的
にもっと安くできないであろうか．

●図幅調査のような仕事はある主題に限っ
て研究する大学ではできなく，地質調査所の
ようなところでないとできない大切な仕事で
ある．この図面は地質調査所が単なる国の飾
りでない事を示している．短兵急にすぐ結果
を求める風潮の世の中で地質調査所が行政改
革でどのようになるか気にかかる．

峻しい地形のところをこのように立派な仕
事をなされた著者たちにも一度敬意を表した
い．

（藤井昭二）

ご案内

本会以外の学会およ
び研究会・委員会よ
りの催し物のご案内
を掲載します．

◆ICDPからの援助
国際陸上科学掘削計画（ICDP ; Inter-

national Continental Scientific Drilling
Program）では，地球科学分野で掘削という
手段を必要とする研究者チームからのプロポ
ーザルを募集しています．プロポーザルの提
出は研究代表者の労力を軽減するため2段階
に分かれており，まずプロポーザル（Pre-
proposal）を出し，それが受け入れられた時
点で実施計画案（Full Proposal）を出すこと
になっています．すべてのプロポーザルは国
際的な研究者により構成されるICDPの科学
諮問グループ（SAG）のレビューに回され，
順位を付けて執行委員会（EC）に送られま

国際陸上科学掘削計画
（ICDP）のプロポーザル募集
―陸上科学ボーリングを用い
た研究への支援―

す．ここでプロポーザルを承認された研究代
表者は，ICDPの技術支援グループ（OSG）
からの技術的支援・助言を受け，実施計画案
を用意することになります．提出された実施
計画案が再度SAGで受け入れられた場合，
ICDPは掘削関連経費の援助を行ないます．

（ICDP全体の予算は必ずしも大きいもので
はないため，ワークショップの開催などを除
いて，援助は掘削費用の一部となります．）

プロポーザルの提案はICDPメンバー国で
ある日本の研究者・技術者に与えられた権利
で，国内であればどのような機関・組織・会
社であれ，所属の職員が提案できます．
◆プロポーザルの準備

プロポーザルは計画の初期段階で基本概念
を述べるためのもので，その際に必要な項目
は，（1）科学的目的と提案の理由，（2）マネージ
メントの計画，（3）実行可能性に関する言及；
環境への影響，災害，安全対策，他からの技
術･財政的支援の可能性，掘削の技術的問題
を含む，（4）事前調査についての情報，（5）総予
算と実施期間の見積もりとICDPへの要求額
です．なお，プロポーザルは提案機関ないし
ICDPのいずれの機関の実行責任も伴わない
非公式文書として取り扱われ，それに国内予
算額が書いてあっても，その予算が約束され
ているものとは受け取られないことになって
います．

◆プロポーザル提出の流れ
本年度からICDPの国内作制が整備された

ことにより，日本からのプロポーザルは下図
の様に，ICDP国内実施委員会の事務局（海
洋科学技術センター・深海地球ドリリング計
画推進室）がとりまとめてICDP事務局に送
付します．

◆詳しい情報と申込み用紙
ICDPホームページ（http ://icdp.gfz-pots-

dam.de）を参照して下さい．
更に詳細についてお知りになりたい方は

GeoForschungZentrum,Potsdam（GFZ）の
Dr. Jorn Lauterjungに問い合わせて下さい．

E-mail : lau@gfz-potsdam.de
電話 49_331_288_1020
Fax 49_331_288_1002

ICDP国内実施委員会�
（事務局：OD21推進室）�

提出� 募集�

提出� 通知�

助言�報告�

大学等関係者�

ICDP

ICDP国内調整連絡会�
（事務局：科技庁海洋地球課）�
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◆プロポーザルの提出先
国内からのプロポーザルはICDP国内実施

委員会事務局がとりまとめてICDP事務局へ
送付しますので，下記へ提出して下さい．

〒237_0061 横須賀市夏島町2番地15
海洋科学技術センター　深海地球ドリリン
グ計画推進室　気付
ICDP国内実施委員会　事務局

◆本年度のプロポーザルの締め切り
2001年1月4日（木）（必着）

◆この件に関する問い合わせ先
山田康夫（海洋科学技術センター）
E-mail : yamaday@jamstec.go.jp
電話 0468_67_3493 Fax 0468_66_5351

評価の基準の目安（参考情報）

プロポーザル・実施計画案双方とも，科学
諮問グループ（SAG）によってその科学的重
要性を第1義として評価されます．研究代表
者に対する返事は，プロポーザルの場合，実
施計画案の準備を進めるべきか否かの審査コ
メントのまとめを含む書簡としてなされま
す．この返事はSAGメンバーによる一致し
た審査結果で，ICDPから援助される資金の
見込みを与えてくれます．SAGがさらに発
展させることを推奨するプロポーザルについ
ては，その研究代表者は実施計画案の準備の
ための特定のガイドラインを合わせて受け取
ることになります．

実施計画案については，SAGはICDPの執
行委員会（EC）に対し，競合する複数の実
施計画案の中での科学的優先順位の推薦を行
ない，ECはその科学的見地からの推薦を受
け，技術および資金面の要素も考慮に入れ，
ICDPの各年度および長期の計画の立案を行
います．なお，これまでの例では，科学的重
要性はもちろんのこと，計画の具体性，掘削
地点の詳細な地質構造，地球物理的な構造，
掘削の具体的な計画が審査のポイントとな
り，テーマそのものの国際性も問われるよう
です．

（山田康夫）

もとアムステルダム大学（岩石学）ダ・ル
ーファー教授は，9月24日にオランダ，アム
ステルダム郊外アムステルフェーンで逝去さ
れた．83才であった．筆者は1969年から70
年にかけてアムステルダム大学地質学教室に
滞在し，トルコへの野外調査をともにするな
どいろいろな教示を受けた．彼は日本にも友
人が多く，特に日本の藍閃石片岩研究に影響
をあたえた人なので，その人柄を記すことに
する．

教室の一部のスタッフから，彼は「科学者
でなくて詩人である」と評されていた．その
論文にたいした根拠もなく非常に重要な着想
が述べられていることがあり，とてもついて
ゆけないという感があるからであった．不幸
にしてそれらの着想はあまりサーキュレーシ
ョンのよくない雑誌に簡単に発表されている
ので注意して文献を見ている勉強家以外には
知られていない．

東部セレベス（もとオランダ領）の藍閃石
片岩帯でローソン石が広域的に分布すること
から藍閃石片岩相が高圧変成相であり，おそ
らくカリフォルニア，日本のものも同じであ
ろうと考えはじめたのは1947年で，この考
えは1953年にニュージーランドで開催され
た第7回太平洋学術会議のプロシーデイング

に発表されている．これらの論文の重要性に
注目したのは唯一人日本の都城であった．

変成作用が時代によって性格を異にしてい
て，これは古生代_中生代境界で地球の性質
特に地温勾配が変化したことによるだろうと
いうことを1956年に述べている．この大テ
ーマが，短い論文としてオランダの雑誌に掲
載されている．

1957年まだオフィオライトが問題になる
前に，いわゆる造山帯に出現する超塩基性岩
はマントルの破片に由来するであろうという
論文を書いた．これはドイツの雑誌にドイツ
語で書かれたので世間に広く知られなかっ
た．ドイツ語で書いたのは失敗だったと本人
から直接きいた．

アルプスからイタリアにかけての藍閃石片
岩帯の分布から過去にイタリア半島が回転し
たことを予想したのは1969年である．これ
も2ページぐらいの論文でオランダの雑誌に
さらりと述べられていて，うっかりすると見
落としてしまう．

その他構造性圧力の変成作用への影響など
興味深い考えがあるが，晩年にはさすがにそ
の着想力も衰えたように見受けられた．今は
亡き中村一明が1970年にヨーロッパにきた
時，ダ・ルーファーの話をすると「彼はいま
なにか考えていませんか」と筆者にきいたが
すでに手遅れの感があった．

普通の人間が根拠もなく壮大な着想を書き
まくると「ほら吹き」といわれるだけである
し，雑誌によっては論文の掲載をリジェクト
されるが，それを許した時代とヨーロッパの
風土を感じる．まことにダ・ルーファー教授
は，古き良き時代のヨーロッパの残光ともい
うべき人であった．科学を押し進める人は彼
のようなタイプの学者でないかもしれない．
しかし，詩人のような科学者も学問の世界で
そのレーゾン・デートルを主張できる方がよ

くはないかと思うがどうだろう．かつらをつ
け首のまわりに巾広い白いカラーを巻いて細
いズボンをはき，装飾のある古い顕微鏡をの
ぞくのが似合う学者がひとりいなくなった．

（岩崎正夫）

本文に関する業績
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W.P.de Roever (Bandoeng) (1953) : Tectonic
conclusions from the distribution of the
metamorphic facies in the Island of
Kabaena, near Celebes.Rroce.7th Pacif.Sci.
Cogress (Auckland & Christchurch), Vol. 2,
71_81.

W.P. de Roever (Leiden) (1956) : Some differ-
ences between post-Paleozoic and older
regional metamorphism, Geol.Miinb.18e
Jaarg. 123_127.

W.P. de Roever (Leiden) (1957) : Sind die
Alpinotypen Peridotitmassen vielleicht tek-
tinisch verrachtete Bruchstucke der
Peridotitschale? Geol.Rundsch., 46, Heft 1.
137_146.
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of the western Mediterranean Sea :
Enigmatic oceanization, disruption of conti-
nental crust,or also upheaval above sea-level
and later subsidence of oceanic floor?
Ned.Geol,Miib.Gen. Vol. 26, 9_11.

写真は1970年1月13日，アムステルダム
大学地質学教室にて，杉村　新氏撮影．

訃報 ダ・ル－ファ－教授（オランダ）
Prof. Dr. Willem Paul de Roever (Amstelveen)
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表題の学会（写真1）が，2000年7月3～7日の5日間，Univer-
sity of Technology, Sydney（UTS）で行われた．参加した阿部なつ
江（Macquarie Univ. Postdoctoral fellow）と高野香奈（北大．M2）
の共著で，その様子と併せて本年の五輪開催地であるシドニーの様
子などを，この紙面を借りて紹介したいと思う．

☆　☆　☆
15th Australian Geological Convention（略称AGC : http ://www.

science.uts.edu.au/agc/net/agchome.html）は隔年開催で，前回の
開催地はTownsville，次回はAdelaideで開催される予定で，広大な
オーストラリア各地を順番に回っているようだ．

本学会はオーストラリア地質関係では最大のもので，地物系の話
もあった．小規模ながらIGCのようなちょっとしたお祭りムードも
感じられた．観光スポットのダーリング・ハーバーの一角を借りた
ice breaker partyでの会長の挨拶で，学会の幕は開けられた．

日本からは渡辺暉夫，高野香奈（北大），木村　学（東大）の3
名が，また発表は行わなかったもののシドニー在住の栗山　隆（住
鉱オセアニア）と阿部なつ江（順不同，敬称略）が参加した．

約500名の参加者の内，北米と欧州からの参加者がそれぞれ十数
名ずつ，日本以外のアジア，太平洋地域からは10名以下で，残り
は皆オーストラリア国内の機関に所属している．海外からの参加者
は少ないが，元々オーストラリア自体が移民国家であり，海外から
来ている研究者も多く，国際色は豊かである．

開催大学のUTSは，ダーリング・ハーバーに程近いシドニー中
央駅裏手にあり，メイン・ビルディングは，シドニー高層ビル群の
内の一つで，郊外からでも良く見える．シティーの観光スポットへ
のアクセスも良く，すぐそばにはチャイナタウンがあり，夕飯はこ
こで取った参加者が多かったのではないだろうか．

南半球にあるシドニーは，日本とちょうど季節が逆で，学会の時
期は冬真っ盛りであった．しかし今年は5月末に20年来の大寒波が
オーストラリア中を襲い，寒さのピークを経験しているので，7月
初旬の例年通りの寒さ（最低気温10℃前後，最高気温15_6℃）は
かなり暖かく感じられた．それでも猛暑の東京から来られた木村さ
んには寒く感じられたようである．

口頭発表は一人20分間．招待講演は40分間．ポスターは，前半
（月，火）と後半（水，木，金）で入れ替え．招待講演（40分）が
各セッションに1つ以上，全体の5％以上はあったようだ．木村さ
んも招待講演だった．

セッションは，午前8 : 30_10 : 10，10 : 40_12 : 20，午後1 : 50_

3 : 10，3 : 40_5 : 00までで，それぞれ30分ずつのtea timeを挟む．
夕方は5 : 00_6 : 00の1時間がポスターのための“Happy Hour”で，
ビール，ワインなどのアルコール飲料を片手にポスターを見学する
時間である．お酒が入ることもあり，Happy Hourのポスター会場
は連日賑わっていた．

ポスター会場の隣には，企業や地質調査所，また大学のラボなど
のBoothがあり，阿部の所属する研究室（ARC National Key Centre
for GEMOC, Macquarie University）のBoothでは，今回エントリー
していない学生のポスターが貼られ，年報（写真2）が置かれてい
た．

Theme Areaは8つあり，Area 2～6は更にいくつかのサブテーマ
がもうけられている．
Theme Area 1 : The Australian Plate
Theme Area 2 : Plate and Intraplate Processes on Planet Earth and

Present Day Plate Boundaries
Theme Area 3 : Orogenic Belts as a Record of Past Processes of

Planet Earth
Theme Area 4 : The Mineral Resources of Australia and Its Near

Neighbours
Theme Area 5 : Sedimentary Basins and Resources
Theme Area 6 : Civilising geology: Geotechnical and Environmental

Studies
Theme Area 7 : Getting the Message Across - Geoscience

Communication, Past, Present and Future
Theme Area 8 : Environmental Change and Landscape Evolution:

The Recent Past and Clues for the Future
これらのセッションの他に，中日の水曜日にはUnderstanding

Planet Earthと称する一般講演が以下の4つのテーマで12の講演と，
それぞれのテーマ毎のDiscussionの時間が設けてあり，1日中行わ
れていた．こちらは参加費A$12（家族割引あり）で，誰でも参加
できる．プログラムを見ただけでも，一般向けの講演としては相当
充実したものである事が分かる．ちなみにこの期間，シドニーの学
校は冬休みに突入していた．
一般講演Session : Understanding Planet Earth (Where did we come
from? Where are we going?)
Session 1 In the Beginning
Session 2 Life on Earth
Session 3 Future of Australia
Session 4 Beyond Earth

学会の前後に，NSW州の様々な地質を見る巡検（4～7日間を要
する本格的なもの）も設けられていたが，今回は残念ながら日本人
は誰も参加しなかった．

また，学会の前後，期間中に様々な委員会やワークショップ等が
開催されるのは，日本の学会と同様である．

学会に参加しての感想であるが，まずのんびりした雰囲気であっ
た．2年に1度の地質関係最大の学会だが，日本の地質学会，合同
学会，AGUなどと比べると非常にアットホームであり，5日間もあ
るので少し間延びした感じもある．ただしアットホームなので，課
題によっては議論は相当盛り上がっていた．が，質問はアメリカ人
からが多かった気がする．

次に驚いたのが，参加料の高さである．全日程参加だと学会員で
A$530（1A$＝約65円），非会員はA$600，学生はA$280，小分けに
すると会員は一日A$160，非会員A$180，学生A$80である．毎日
の昼食代，お茶，菓子，アルコール類を全て含んでいるとは言え，
この額は高すぎる．

余談であるが，オーストラリアの経済力は，日本や欧米の主要先

院生コーナー

第15回オーストラリア地質学会報告

阿部なつ江・高野香奈

写真1：第15回オーストラリア
地質学会プログラム表紙

写真 2：阿部の所属する
GEMOC Key Centre, Macquarie
Univ.の年報．オールカラー
でかなり立派である．
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進国の半分程度である．1996年の統計で，国民平均所得は年180万
円であった．その後好景気が続いているとは言え，現在のポスドク
の給料は，日本のそれの半額以下である．このことを考えると，こ
の学会参加費は異常に高い．学生やポスドクはもとより，教官でさ
えもポケットから気軽に払える額ではない．しかし，こちらではほ
とんどの参加者は，ボスの研究費から参加料を払っているため，発
表しない学生は，話を聞くために会場係のボランティアとして潜り
込んでいたようだ．

次に英語．オーストラリアの学会であるので，基本的にオージー
英語で，戸惑うこともある．たとえば，「dacite（ダイサイト）」，

「granite（グラナイト）」，「fractionation（フラクショナイション）」
と言った具合だ．ちなみに紙のサイズのA4は「アイフォー」であ
る．ただ比較的ゆっくり話すので，筆者にとっては分かりやすい物
であった．

ここの所急速に普及し始めたダイレクト・プロジェクターは，本
学会でも各セッションごとに1講演は使われていた．筆者が目にし
たものでは，Power Bookを使用している人がほとんどだったのが
印象的である．

当然の事ながら本学会では，全体としてオーストラリアの地質，
テクトニクスに関する発表が多かった．阿部はオーストラリアで研
究しているにも関わらず，恥ずかしながら当地の特に東海岸の地質
に関しては全く知識が無かった．実は最近（ここ3～5年の間）に
なって，東海岸の地質解釈が大きく様変わりしたらしい．Silurian
からLate Carboniferousまで，この地域はBack arc basinも発達し
た立派な島弧であった事なども，渡辺さんから伺うまでは全く知ら
なかった．詳しい地質概説について触れると，筆者の勉強不足を露
呈することになるので，ここでは避けたいと思う．

はじめて国際学会に参加して（高野）
今回筆者は，ポスターセッションで参加した．国際学会に初参加

だったこともあり，発表の前日は緊張したが，当日はポスターセッ
ションのコアタイム＝Happy Hourということでアルコールも入
り，わきあいあいという雰囲気でリラックスできた．この雰囲気の
おかげで，私の研究対象でもあるロディニア超大陸復元において，
世界でも一人者であるDr. Li, Dr. Powell, Dr. Dalziel, Dr.Crowfordと
気軽に自己紹介をしたり研究内容について話し合いができた．また，
Prof. B. Windley（The Evolving Continentsの著者），Prof. Evan
Leitch（AGC副会長）夫妻と日本人参加者らとの夕食会の場がもて
た．日本の学会では会うことがかなわない研究者達に直接会えて，
しかも議論の場が持てたということは，私の人生経験及び研究生活
に大いなる影響を受けたと実感している．学会2日目の夕方には，
Convention Dinnerが競馬場に面したレストランで催された．学会
参加者のほとんどが出席し，バイキング形式のディナーに舌鼓を打
った．生バンドをバックにフロアはたちまちディスコ会場へと様変
わりし，学生，教授の関係を越えたカジュアルパーティーに筆者は
とても驚き，また同時に好感を持った．遊ぶときには遊び，研究す
るときは研究に没頭する．めりはりがとても明確であることに共感

を覚えた．日々，地道な努力をしているからこそ，と思わせる程の
華やかなパーティーであった．

シドニーでの暮らしについて（阿部）
オーストラリアの総人口1,800万人のうち3分の1に当たる600万

人が，国外で産まれた移民であり，戦後55年の間に急激な変化を
遂げた国である．その内400万人の人口を抱えるシドニーは，世界
でも屈指の人種のるつぼであると言われている．アジアからの移民
も多く，町中至る所に漢字やハングル文字の看板があふれ，日本人
とは外見では区別が付かない東アジアの人々が行き交う．ともする
とここがオーストラリアであることを忘れてしまいそうになる．

阿部が所属する研究室GEMOC (Geochemical Evolution and
Metallogeny of Continents), Macquarie Univ.も，イギリス，フラン
ス，ドイツ，ノルウェー，ロシア，南アフリカ，カメルーン，中国，
日本そしてオーストラリアからの研究者で構成されており，国際色
豊かである．

これまで半年近く，南半球での生活を経験してきた．シドニーは
日本との時差が1時間（シドニーの方が早い）しかないため，はじ
めから時差ボケにはならなかった．しかし，太陽が逆周りし（東→
北→西），オリオン座が逆立ちしていて，また季節が逆転している
ことは，少なからず心身に影響しているようだ．日本で春を迎えた
頃の3月半ばに移転してきたため，また日が短くなり，冬に向かっ
て鬱々とした日々を繰り返した．8月も下旬になり，ようやく日が
長くなり始めた頃，シドニー五輪に向けて例年10月末に開始して
いるサマータイムを2カ月も繰り上げて8月末から実施している．
この時期朝7時でもまだ薄暗いので，1時間早起きすることはかな
り辛い．それでも日差しが強くなり，日中の気温が20℃を越える
こともあり，街では半袖やキャミソール姿も目に付くようになった．

4年に1度のスポーツの祭典，オリンピックまで残すところ2週
間を切ったが，未だに街中至る所で工事が行われている．道路や駐
車場，駅などでは突貫工事が行われ，五輪までにはまず間に合わな
いだろうと，市民はあきらめムードである．しかし，そこはのんび
りしたオージー気質で，何事にも動じず「NO WORRIES! MATE!」
何とかなるさ，といった雰囲気である．

五輪自体に対するシドニー市民の反応は，大きく二分される．五
輪賛成盛り上がり派と，反対脱出派．五輪期間を挟んだ4週間は，
大学の通常講義はお休みになる．今年はサマータイムだけでなく，
全てのスケジュールが変更されているそうだ．五輪期間は交通もマ
ヒすると予想されており，研究に必要な物品もそれ以前に配達でき
るように注文するよう通達が出ている．反対派の多くは，いかにシ
ドニーを脱出しようか模索している．そんなわけで，オリンピック
のチケットは，未だに200万枚近く売れ残っているのが現状である．
かくいう私（阿部）は，五輪開催地にたまたま居合わせたのもなに
かの縁と，日本人の活躍しそうなゲームのチケットを購入した．

研究室の雰囲気や日本との違いについては，またの機会にじっく
りお話ししたいと思う．研究室の研究内容，業績等はGEMOCの
web site（http ://www.es.mq.edu.au/gemoc/）をご覧頂ければ，お
わかり頂けると思う．

本原稿を書き上げる前に，シドニー五輪も終了してしまった．五
輪期間中のシドニーは，市民総出のにわか盛り上がりで大騒ぎであ
ったが，その模様については別の機会に譲るとしよう．

常時投稿をお待ちしております．院生コーナーの編集は，現在，
以下の2人で行っております．e-mailでいただければ幸いです．

698g5040@mn.waseda.ac.jp 島田耕史（早大）
moriya@gbs.eps.s.u-tokyo.ac.jp 守屋和佳（東大）

院生コーナー

写真3：学会ポスター会場にて，左からProf. B. Griffin,
高野，Prof. S. O’Reilly
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という以上4テーマを企画中で，1テーマ3時間程度のセミナー
を計4回実施する予定です．今後支部コーナーにて詳しい開催
要領をお知らせします．

テーマ：活変動地形判読セミナー
開催日：1月13日，20日，27日，2月3日の計4回（いずれも

土曜日）
時　間：13 : 30～16 : 30
会　場：国際航業（株）技術センター（千代田区）
募集人数：20名程度
参加費：4回通しで10,000円

企画への御質問，参加申し込みは関東支部幹事安藤まで，
FaxかEメールでお願いします．
連絡先：応用地質(株)東京支社
E-mail : ando-shin@oyonet.oyo.co.jp

Fax 03_3946_3118

支部コーナー

☆関東支部

予告

関東支部では，太田陽子先生を講師としてお迎えして「活変
動地形判読セミナー」を開催する予定です．

これは，すでに大学を卒業した方で「学生の時にもっとちゃ
んとやっておけば」と思っておられる会員の方を対象として関
東支部が企画するセミナーの初回となる企画です．

テーマは

1．地形判読の基本
2．活変動地形とは
3．活変動地形判読実習1
4．活変動地形判読実習2

「活変動地形判読セミナー」
開催のお知らせ

吉谷昭彦氏（鳥取大学教育地域科学部）
14 : 30～18 : 30 一般講演（個人講演） 講演数15件
19 : 30～21 : 30 懇親会

12月3日（日）
9 : 00～12 : 40 一般講演（個人講演） 講演数14件

13 : 30 見学会「鳥取砂丘，鳥取大学乾燥地研究センター」
16 : 00 鳥取駅解散

連絡先：〒606_8502 京都市左京区北白川追分町
京都大学理学研究科地質鉱物学教室内　
日本地質学会関西支部
電話 075_753_4166（神谷）
e-mail : kamiya@kueps.kyoto-u.ac.jp

☆関西支部・西日本支部

予告

期　日：2000年12月2日（土）午後1時30分～3日（日）
会　場：鳥取大学教育地域科学部　付属教育実践研究指導センター
交　通：（1） JR山陰本線　鳥取駅からバスで約30分

（2） JR鳥取大学前駅（鳥取駅から西へ2つ目，列車で8～
10分）から徒歩3分，鳥取発（11 : 57，13 : 01，14 : 07）

（3） 鳥取空港からタクシーで5分
日　程：
12月2日（土）
13 : 30 特別講演「日本産黒耀岩微量元素組成の特徴」

関西支部・西日本支
部の合同例会のお知
らせ
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8月号の本欄で，The Island ArcのImpact Factorが初めて算出さ
れ，1.0というかなり高い値であったということを報告しましたが，
ここでは，このImpact Factorに関してもう少し解説を試みたいと
思います．

Impact Factorというのは，ISI（The Institute for Scientific
Information）という機関が，毎年夏（7月頃）に発行している
Journal Citation Report（JCR）のなかで公表されます．ここでは，
主にこのISIのホームページ（http ://www.isinet.com/）を参照し
ながら書いています．

ISIとは，1958年にDr. Eugene Garfield氏によって設立され，40
年以上にわたって，世界の学術誌の文献データベースを発行してき
ている機関で，その本部は，米国東部ニュージャージー州フィラデ
ルフィアの大学街の中にある．職員は850名余りで，米国のほかに，
英国，東京，シンガポールで勤務しているということです．

ISIが発行しているデータベースには，Science Citation Index
(Expanded)，Social Science Citation Index，Arts & Humanities
Citation Indexの3種類があり，合計で約8,500の学術誌を毎年カバ
ーしているということです．科学関係の学術誌がImapct Factor算
出の対象誌となるためには，まずScience Citation Index（SCI）に
その雑誌が登録されなければなりません．すなわちこのSCIに登録
されるということは，名実ともに国際学術誌として一定の水準を満
たしていることが世界的に認められたことになります．中国でも，
このSCIに登録されている学術誌＝国際誌ということで，論文等の
業績評価基準作成の上でSCIやJCRのImpact Factorが重要な意味
をもっているということが報告されています（斎木・王，
2000＊）．＜＊斎木健一・王　永棟（2000）：中国の古生物学会にお
ける業績評価事業（紹介）．化石，67，58_59.＞

The Island Arcの場合，1997年に登録が開始されました．1997年
に出版社のBlackwell Science Asia社の担当者から，The Island Arc
のISIへの登録が決まったという知らせをうけ，同時に彼らが大変
興奮し喜んでいたことを思い出しますが，その理由が最近ようやく
我々にも実感できてきたところです．

ISIは，1975年から，SCIとSocial Science Citation Index（SSCI）
の一部として，Journal Citation Reports（JCR）を発行しています．
このJCRは，学術誌をランク分けしたり，範疇ごとに分けたり，比
較するためのいくつかの定量的な手段を提供しており，The Impact
Factorもそのなかのひとつであるということです．

The Impact Factorは次のように定義されます（2000年7月に出さ
れた1999年のImpact Factorの場合を例に原文の通り表現）．
A＝total cites in 1999
B＝1999 cites to articles published in 1997_98 (this is a subset of A)
C＝number of articles published in 1997_98
D＝B/C＝1999 impact factor

すなわち，ある年（たとえば2000年）の夏に発表されたある学
術誌のImpact Factorは，その前年（1999年）のImpact Factorであ
り，その年（1999年）に，その前の2年間（1997_98年）にその学
術誌に掲載された論文が引用された数（合計数）を，その2年間

（1997_98 年）に掲載された論文数で割った値です．つまり，
Impact Factorとは，過去2年間のその学術誌に掲載された個々の論
文が，平均した場合，一年間で何回引用されたかを示す値（論文1
個あたりの過去2年間の平均引用頻度）であるといえます．引用総
数を論文数で割ることによって，学術誌の規模や出す頻度による影
響を捨象できるとしています．また，過去2年間の引用度数を対象
にしていることから，最近のその学術誌の影響度・Activityが得ら
れ，発行が古い，新しいによる影響も捨象できるとしています．

なお，ここで対象としている論文（article）には，原著論文

（Original reserch article）のみならず，総説（Review article），短報
（Letter article），分析方法報文（Method article）のたぐいも一括し
て含まれています．また構成上の影響として，総説が多いと確かに
Impact Factorが高くなる傾向が認められるが，一方，分析方法等
を主題とした報文もImpact Factorを押し上げると広く信じられて
いるが，これは確かではないと指摘しています．

Impact Factorの変種として，より長期の引用度を重視して過去5
年間の論文に対する引用頻度を採用することもできるそうです．ま
た，JCRに載っているImpact Factorのあるものは，自らの学術誌
の引用数を含まない，すなわち，自分以外の学術誌（cited-only
journals）のみの引用数からImpact Factorが計算されたものがある
ということです．これは，休刊あるいは廃刊した学術誌などの場合
にあてはまり，その場合は，明示されているということです．これ
にあわせて自らの学術誌が引用したものを引用数から差し引いて計
算した修正版のImpact Factor（Revised Impact Factor）も算出でき
るそうです．ある分野でチェックしたところ，同じ学術誌がその雑
誌の引用件数に貢献している割合は，平均すると，大体13％ぐら
いであるということです．

The Island Arc誌の出版社であるBlackwell Science Asia社のグル
ープ責任者で，発刊当初よりThe Island Arc 誌に関わってきた
Mark Robertson氏は，The IslandArc誌のImapct Factorが高い値を
得た要因のひとつとして，特集号の存在とその影響があるかもしれ
ないといっておられましたが，その通りかもしれません．
TheIsland Arcは，JCR（2000年版）のなかでは，「Geosciences,
Interdisciplinary」というグループの中にはいっています．このグ
ループには113の学術誌が含まれており，Impact Factorの順に並べ
た場合，The Island Arcは，44番目に位置しています．地球科学関
係としては，この他に，「Geology（34学術誌）」「Geochemistry &
Geophysics（41学術誌）」というグループがあります．ただ，こう
した JCR の中身そのものは，ISI のホームページではみれず，
CD_ROM等を購入する必要があるのですが，個人で買うにはかな
り高価ですので，大学や研究所の資料室や大きな図書館等で参照す
ることができるでしょう．

以上，ISIのホームページを参照しながら，Impact Factorを中心
に解説を試みましたが，理解不足による間違いもあるかもしれませ
ん．何かお気づきの点がありましたら，ご連絡いただければ幸いで
す．Impact Factorは，学術誌の評価に大変重要な影響力をもって
いますが，その仕組みをよく知って慎重に取り扱うことがISIのホ
ームページでも強く指摘されています．

来年からは21世紀です．皆様のThe Island Arc誌への積極的な投
稿をお待ちしています．また，購読されていない方は，是非この機
会に購読を申し込まれることをお薦めします（申し込み用紙は，10
月号及び今月号の地質学会ニュース誌に綴じられています）．

The Island Arc編集委員長
小川勇二郎（筑波大学，電話 0298_53_4307, Fax : 51_9764,

E_mail : yogawa@press.geo.tsukuba.ac.jp）
好幸（京都大学，電話 0977_22_0713, Fax : 22_0965,
E_mail : tatsumi@bep.vgs.kyoto-u.ac.jp）

The Island Arc編集事務局長
徳橋秀一（地質調査所，電話 0298_61_3676, Fax : 61_3666, 

E_mail : toku@gsj.go.jp）
渡部芳夫（地質調査所，電話 0298_61_3677, Fax : 61_3666, 

E_mail : nabe@gsj.go.jp）

The Island Arcだより
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執 行 委 員 会 だ よ り

2000年度第3回評議員会のお知らせ

標記評議員会を下記のように，12月9日（土）に開催いたします．傍聴ご希望の方は，12月4日（月）午後1時までに（同日
午後2時から執行委員会開催の予定）執行委員会宛に，氏名・連絡先を記名した申請書をご提出下さい．

2000年度第3回評議員会
日　時：12月9日（土）13時30分より午後6時まで
場　所： 北とぴあ901

2000年度第9回執行委員会

日　時：2000年10月16日（月）14 : 00～20 : 15
場　所：地質学会事務局
出席者：立石執行委員長，公文・高橋・足立・渡部・伊藤・湯浅

各執行委員　徳岡副会長
水野（事務局）

主な報告・議論は以下の通り

1． 地質調査所より，同所が本年10月に設置する「地質の調査」
知的基盤整備勉強会（開催地：東京）の委員の一人として小松正
幸会長への依頼があり，これを了承した．

2． 2000年8月現在の地質学論集の売り上げ状況が報告された．
松江年会時の売り上げはまだ整理されていない．この売り上げ状
況からして，発刊後1年たっても印刷費回収の見込みが立たない
号があり，論集編集委員会や評議員の一層の販売努力を促す方策
について議論した．

3． 松江大会の機会に開催された第二庶務委員会の内容が報告さ
れた．学校教育に関わる討論を恒常的に行うための組織を設ける．
最も重要でかつ大変な小・中学校での地学教育を中心として実践
的に検討する場として，「学校教育部会」的なのを考える．様々
な階層の協力も得ながら，小・中教員会員を中心に動けるよう探
ることとした．

4． 2000～2001年度の会誌印刷社の指名競争入札とその結果につ
いて：指名競争入札の説明会を4社に対して9月18日に行い，10
月上旬に各社から提出された見積書と印刷等に関する計画書につ
いて，比較検討を行った．その結果創文印刷工業株式会社を選定
することとし，通知・折衝にあたることとした．

5． 院生会費について：改正された運営細則のなかの”院生会費”
のことについては10月号に掲載することとした．申請書の記述
に関して「定収のないもの」という表現の「定収」には「奨学金」
は入らないということを明示することとした．

6． 2000年度決算案（暫定）と2001年度予算案（暫定）について
は，11月，12月執行委員会に提案していただくこととした．

7． 第107年年会（2001年9月29日（金）～10月1日（日），松江
市，島根大学）の概要が行事委員会から報告された．参加者
1056名（内，事前申込み793名），講演申込680件，懇親会参加

者230～250名であった．講演セッションはおおむね問題なかっ
たが，岩鉱・テクトニクス関係で問題が指摘された．ポスターセ
ッションや口頭セッションでの機材について今後の課題が出され
た．

8． 大学評価委員会専門委員及び評価員候補者の推薦について：
9月26日付けで大学評価・学位授与機構長名により小松会長宛
に，推薦していた表記について選考結果の報告があった．本会か
らの推薦者に関しては，平副会長が理学系研究評価専門委員会評
価員として選ばれた．

9．「JABEEと継続教育」への対応について：松江での夜間小集
会の報告とあわせ，今後の新たな課題として出てきた継続教育が
議論された．JABEEの分野たち上げについては，「地質工学」分
野が独立して認められる可能性が低いなかで，応用地質学会・地
下水学会ともに資源分野との合同もやむなし，との意見であり，
地質学会としてもその方向で共同するという夜間小集会の結論を
了承した．応用地質学会の継続教育検討委員会から申し入れのあ
った同学会・地下水学会・地質学会の「技術士の継続教育」に関
する協議に対して，とりあえず徳岡副会長と公文第一庶務委員長
に委員をお願いし，問題の進展に応じて，ワーキンググループを
設けることとした．

10． 平成13年度科研費補助金（定期出版物）の計画調書提出につ
いて：The Island Arc誌を補助対象として，同誌編集事務局長と
協議しながら計画調書の作成を行うこととした．

11． 本年度各賞選考について：諸般の事情から論文賞・奨励賞の
推薦締切を1ヶ月延期して，12月8日とし，2001年秋の総会での
授賞対象論文には，2000年7月号から12月号分までを加えるこ
ととした．後者については第3回定例評議員会に諮ることとした．

12． 辻森　樹会員から松江大会の巡検案内書の一部の記載内容が
不適切だとの意見が寄せられ，対応が求められた．大会準備委員
会とも相談し，対応を進めることとした．

13． 意見書のニュース誌への掲載の要望について：松江年会時に
開催した臨時評議員会と臨時総会に向け，評議員会議長宛寄せら
れた意見書について，これをニュース誌に掲載せよという意見が
臨時総会で出された．執行委員会では掲載の要なし，としたが，
意見を出された会員の意見を再度問うこととした．

14． 臨時評議員会・臨時総会に関する記事は議事録，会則・運営
細則等全文掲載，移行措置の説明（解説）等を，研究企画委員会
報告も併せて，ニュース誌11月号に掲載することとした．
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院生割引会費の申請をお願いします！
前号でもお知らせしましたように2001年からは「院生会員」という種別はなくなり，学部学生以外はすべて正会員となります．

ただし，本人の申請によってのみ，会費の院生割引（旧会則の院生会員会費相当額）が適用されます．該当される方は，所定の申
請書を毎年必ず提出するようお願いいたします．詳しくは本号掲載の臨時総会記事ならびに関連の会則第4条と運営細則第12条を
ご覧下さい．

（日本地質学会執行委員会）

＊2001年度会費の院生割引を申請する方は，下記の申請書を11月30日までに提出して下さい（Fax可）．社会人院生（定収のある者），学振等
の有給研究員などは申請できません．

2001年度日本地質学会会費院生割引申請書

日本地質学会　御中

私は，運営細則第12条第1項（1）に基づき，会費の院生割引を申請いたします．

2000年11月30日現在

会員番号

会員氏名

所　　属 大学 研究科

専攻　前期・後期 年在学中

上記，本学の学生につき，定収のない院生であることを証明いたします．

指導教官（等）

所属：

氏名：　　　　　　　　　　印

2001年の会費払込について

会則により，次年分の会費を前納くださいますよう，お願いいたします．2001年1月～12月の会費額は下記
のとおりです．

正 会 員　12,000円 （アイランドアーク購読料 8,000円）
＊院生割引会費 8,000円 （ 〃　 6,000円）

大学院に在籍し，定収のない方で所定の用紙により申し出た場合にのみ適用します．
学生会員 5,000円 （ 〃 6,000円）

1． 金融機関自動引き落しを登録されている方
引き落し日は12月25日（月）＊ です．請求書ならびに引き落し通知の発行は省略させていただきますのでご了承くだ

さい．引き落し額は基本的には2001年の会費およびアイランドアークの購読料です．これより以前に不足額がある場
合には加算され，余剰金（繰越）があればその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額と共に「チシツカイ
ヒ」あるいは「フリカエ」，「MFS」などと表示されますのでご確認ください．

2． 上記以外の方
例年のとおり12月10日頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金下さるようお願いいた

します．

3． 自動引き落しの申込書は引き続き受け付けています．
12月24日の引き落しには間に合いませんが，ぜひ申込みをお願いいたします．徐々にご利用は増えていますが，学

会としては自動引き落しによる払込みをより多くの会員に積極的に採用していただきたく，ご理解とご協力をお願いい
たします．＊お申し込み数によっては2001年2月または3月に引き落し手続きをいたします．

（日本地質学会会計委員会）
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